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事 務 所 移 転 の ご案 内

現在の赤坂の事務所 が手狭 となったため、下 記へ移転 いた します。

い まだ江戸情緒の残 ってお ります 日本橋小舟 町です。

交通至便 な所で もあ ります ので、是非お立ち寄 りくだ さい。

所在地

電 話

FAX

〒103 東 京 都 中 央 区 日本 橋 小 舟 町4-10

           大 宮 ビル3階

03-3664-5637 5638

03-3664-1352

10月1日 より使用可能 ・移設工事のため9月30日 は通話不能の場合有り

移 転 日 平成5年10月1日 より新事務所で業務を開始

交 通 地 下鉄銀座線 ・半蔵 門線 「三越前」より東へ4分

日比谷線 「人形町」「小伝馬町」よ り西へ4分

JR総 武線 「新 日本橋 」南東へ3分

三越本店北側道路 を東へ、首都高速(本 町駐車場)を こえて2つ 目の筋 を北へ入 っ

た所。長瀬産業麗新館 西側、 日本橋 小舟町特定郵便 局裏側、大宮 ビル1階 はコー ヒ

ー堂 とい う喫茶店 です。

新事務所案内図
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一
機械翻訳の夢

シャープ株式会社  取締役副社長 浅 田 篤

 JAMTジ ャーナル1号 が創i:【1されてか らAAM

Tジ ャーナル3号 まで回をij:ねて10%;を 数 えるに至

った。 ここまで育てていただいた長尾会長、野村委

員長を始め関係 各位 に心か らお礼を申 しヒげると共

に会員の皆様方には、今後益 々のご支援 をお願 いし

ます。

 機 械翻訳システムは、 ビジネスのスビー ドアップ

や、社会の情勢、国際化 を支える基盤のひとつ とし

て21世 紀 に向けて、 より高度で 多様 なニーズに応え

ていかなければな りません。

 機 械翻訳システムの商品性を高めるため には、よ

り高度な技術融合が不可欠にな ります。ハー ドの小

型化、記憶容量の拡大 と処理 スピー ドの向 ヒ、そ し

て入力の簡素化は言うに及び ません。 しか し、機械

本来の性能云々の外に忘れてはならないことがあ り

ます。それは、ユーザの 、"二場にたち、 きめ細かい利

用シー ンを想定 した ソフ トウエアーの開発の重要性

です。

 これからの機械翻訳システムは、今 まで以 ヒに、

多岐 に亙る分野での活躍が期待されます。学校(教

育、研究用)、 図 漕館、職場(一 ・般 ビジネス月」、翻訳

者用)、家庭 と変化 に寓んだ場面で、さまざまなニー

ズに対応で きるシステムが、望 まれています。

 た とえば、より小型化 された機械翻訳システムが、

オフ ィスの域 を越え家庭内において家電製品並の簡

単な操作で利用できるとすれば、利用シーンは益々

広が りを見せ ます。あるいは、学校 などで、語学教

育用に利用される、 また研究開発用 として活用 され

る。図書館のような公共施設に設ii{す ることにより

不特定多数の人々のお役にウ:つようにもなります。

 いつで も、 どこで も、誰 にで も容 易に使いこなせ

ることが必須の条件 とな ります。単に機械の処理速
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度を ヒげたり、記憶fr,.art.を拡 大するといった性能の

向 トに留 まらず、ユーザが 王放すことので きない実

務能 力の高い 「道具」 としての機械翻訳 システムの

開発が課.題とな ります。

 私 たちはそのための環境作 りをしなければな りま

せん。

・機械翻訳システムは 「道具」であるという認識の

 浸 透

 MT自 体 は、知的労働作業のための道 具です。ユ

ーザにとって実務的で使い勝 チの よいこ とが
、 まず

第一 に考慮 され るべ きです。 このためには、誰にで

も簡単に操作できるシステムの構築 とともに、充実

した辞 菩等による翻訳支援環境の整備が必要です。

機械性能の ダウンサ イジング化、辞ll;:作成、整備 と

流通機構の充実 もおろそかにはできません。

・ユーザ、研IL 71と メーカの相 〃:協力

 ユ ーザ との協力で利川状況の把握、利用シーンに

応 じたMTの 必 要性 を分析、検討 し、新たな研究開

発に反映 させ ていきます。 このためには、MT利 用

において、 きめ細かいフォローのできる、カスタマ

ーセンタの存在は、軽視で きません。

・世界各国 との 多言語間翻訳を研究

 海 外の研究機関 との共同研究開発 も重要です。

機械が翻訳する、MTと い うのは、夢のような商品

です。その夢が、ほぼ完成された形で現実の ものと

なっています。 これか らは、 より新たな夢に向かい、

地球規模の機械翻訳組織で、広 く大勢の入々に利用

戴けるように、研究開発に取 り組んで行きたい と思、

います。

告 ・第3回 通常総会

 ・機械翻訳サ ミット

 ・研究成果報告会

エ ッセイ ・機械翻訳の夢

翻訳現場 ・条件付 き期待感

(2頁)

(6頁)

(12頁)

(1頁)

(22頁)

 新 製 品 紹 介 ・PIVOT/JER5.1

       ・PCト ラ ンザ ッ ク

 研 究 所 紹 介 ・BPPT(イ ン ドネ シ ア)

J  ヒア リング ・大学教育 とMT
 技 術早分 り ・機械翻訳利用形態

(16;1)

(18頁)

(1頂)

(14則
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第3回 通常総会

日 時 平成5年6月25日 場 所 東京銀座 ・京橋会館

92年度 事 業 報 告

1 機械 翻訳システムのar..及啓 発事業

 (1)「翻訳フエア」の開催

 機械翻訳システム、翻訳ソフ トのn及 啓蒙 を図 る

ため通産省は じめ5省 庁の後援、働国際情報化協力

センターの特別協賛を得て、㈹ 日本翻訳協会 と共催

で 「翻訳フエア'93」 を開催 した。

 1}手】f崔日日芋  '1`-nk 4{卜12月15～17Ef

場

内

所 東 京北の丸 科学技術館

容 ① シンポジウム

  1 「多、ヤ語機械翻訳 シンポジウム」

  2 「電fコ ミュニケーシ ョンの未来」

  3 「ユーザのためのMT活 川セミナー」

  ②機械翻訳展示会 3団 体12社 が 参加

 川Lの 研究、技術部門から川 ドのエン ドユーザ、

兄込みユーザまで翻訳に係わるすべての八々を対象

とした 「フェア」 を開催 した、,年末の繁忙期に もか

かわ らず講演、討論会には延べ830名 、 展示会(2日

間)に は3500名 の参加があり、非常な好評を得たQ

協会 も独自のブースを設lkfk.、導 入相談や普及状況の

説i91、情 報提供方策等の啓蒙1舌動を実施 した。

 (2)公 開 セ ミナーの開催

 技 術 折、研究哲を対象 とし、「機械翻訳の評価 をめ

ぐって」 と題 した公開セ ミナー を実施、78名 が参加。

開催B時

場  戸斤

テーマ

1勾」叱4{ト6,il8fi

赤坂 lh勝 ビル

① 言語の対象研究(石 綿敏雄氏)

②Muシ ステムでの評価を中心 に(坂

 本義行氏)

③11機 械 翻訳機能試験項Uの 体系化

 (池原悟氏)

④ 意味 を支える文法論について

 (水谷静夫氏)

 (31そ の 他'll協 会 と強 い 関 連 の あ る団 体 と 各種 イベ

ン トへ の 協 賛、 協 力 を 行 い 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム のar・:t,

及 啓 蒙 に 努 め た 。

2 ニ ューズレターの発行

  JAMTジ ャーナルho.6、No.7、 協会 名称変更

後はAAMTジ ャ ーナルNo.1、No.2を 発 行 した。

 また海外会員向け としてAAMTジ ャーナル英文

版vo. t,No.2を 発 行した。

  新 製品の紹介、研究機関の紹介の他、利用技術

の解説記事等を充実 させたが、利用技術関連記事

 については海外か らの反響 も大 きい。

3 MT-Summit lVの 開 催準備

  H米 欧3極 持回 りで隔年ごとに開催 され る機械

 翻 訳サ ミット、 このためbF成4年9月 に組織 委員

 会 を結成、 更にプログラム、展示、広報、実行の

 委S1会 を設置 し、勢 力的な諸準備活動 を展開 した。

 また同 じく7月 に開催の「TMI'93」(次 世代の機

械翻訳)に 協会 として も協賛 した。

4 機 械翻訳 システムの技術動向に関す る調査研究

(1)制 限,亨語にlllする調査研究

(2)機 械 翻訳システム評価に関す る調査研究

5 機 械翻訳システム利川技術に関する調査研究

kL 機械 翻訳システムのユーザサ イ ドにたった効

  率的な利川法を 「辞,1}:品質 」 「プロセス管理」

  「文H:処 理 」の側面か らシステム利川技術研究

  会 で研究中である。

 研 究会では毎回翻訳現場か ら講師 を招 いて ヒア

  リングを実施、また3月 には 「利 用実態」 「辞

  、制 についてのユーザアンケー トを実施 した。

② 各裳界毎に使用 されてい る専門用語につし・て、

  団体 として独自の 「辞書」「用語集」等の作1友を

  行 っているかの実態調fLも 実施 した。

6  匡lll祭交流

① ア ジア太腫F洋地域 に対 し協会活動への参加の

 呼 びかけ(会 員募集)

② IAMT(機 械 翻訳{li堺連 盟〉の会合に代表

  者が出席 し、3極 の技術、普及の情報交換 を実

 施 している。

③ IAMTニ ューズレタNo.2、;Vo.3、?Vo.4を 会

  員に送付 し、情報提供を行った。

、.、MTジ ャー ナ ル 2



92年 度 決算報告

収 支 計 算 書(92/4-93/3)(輯ll:1'1)

《収 入 の 部 》

入 会 金

会   費

セミナー参加料

懇 親 会 会 費

広 告 掲 載 料

代 行 料 金

'受託 業 務 料

受 取 利 息

(当期収 入計)

(nij其月繰起茎金〉

合     i'

《支 出の部㍉

印 刷 費

謝   金

翻 訳 料

委員会活動費

会 議 費

入 件 費

物 件 費

通

交

会

寄

手

予

務

信

通

付

数

備

費

費

費

費

金

料

費

(当 期 支r ,,卜)

G欠 其月繰 越 金)

  59,000

15.935,000

 310,000

 170,000

 135,000 ジ ャ ー ナ ル 掲 載

 501,061 翻 訳 フ エ ア 収 入

 930.491 報 告rl;:受 入 等

 267,909  f頁金 手r∬息

18,314,461

10,008,974

28.323,43.i

 ,227,3;H

 220,000

 297,773

 243,114

 641,92

3,998,520

 116,924

1,495,372

 943,01

  63,060

1,633,500

 `L50,000

  14,343

    0

13,1 5,887

15,117,548

ジャーナル

セ ミナー等謝金

ジャーナル英文版

研究会活動費

総会、理 塵会、

法定福利費込

OA機 器等;

光熱、消耗品他

電話、郵送料

JTF, IAMT

TMI助 成金

振込r数 料等

一
総 会 祝 辞

         通 商産業省 佐 伯11果長補佐

アジア太1群 機械翻訳協会纂3回 通常総会にIlill

席 し、ご祝辞を申しLげ ますことを嬉 しく存 じ

ます。

 現 在 世界的に兄まして も経済は じめ通商、文

化r:,.の交流は非常に活発化致 してお ります。欧

州においてはバスボー ト無 しで域内は自山に往

来できるとい う時 代になって来てお りますが、

そのなかで当然 コ ミュニケー ションといういま

だ解決 されない問題かあります。欧州では比較

的他、ヤ語を話せる人は 多い とは申せ、そのなか

で機械翻訳 というものの発展を兄るこ ヒがで き

ます。

 ア ジア太腫i尾洋地域は欧州に比べ歴史的、地 形

的 にも違いはあるにせ よ今後このような交流が

活発になって来ると思いますか、1111の ギ ャッ

プ もあ り、機械翻訳 というF':て な くしては コ

ミュニケーションの限界が有るのではないか と

思います。'll協会 の活躍 に期待す るものが大き

いと思います。

 通産省 といた しまして もODAに よる中国、

タイ、マレーシア、インドネシア4ヵ 同語の機

械翻訳について微力ながら協力させ て戴いてお

りますが、 この分野で利用μr能な機械翻訳シス

テムが実用化されてfiく ことによって、今後経

済的 にも通商的に も期待 されている地域 との交

流 が拡大 して行 くことがutま れます。

 簡 単ではあ りますが皆様がたの ・層の ご活躍 i

に より、この分野の発展 を期待いたします。  1

               .__一.__」

貸 借 対 照 表ei城5年31」31flFs,!{1)弾 位

   ㍉借

現  金

普通預金

定期預金

未 収 金

仮 払 金

資産合計

   :円)

ノ戸

  x2,907

  38,665

14,187,225

1,530,491

 is4,000

16,013,288

   !貸

未払い費用

預 り 金

前期繰越金

当期繰越金

加

 774,944

  60,196

10,008,974

5,168,574

参1f責 貝オ1窪と合 言1幽  16,{〕13,288
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93年 度事業計画

 'll協会は設、臨'二後3sl--Eiを 迎 える(AAMTと して

は2s十=tl)が 、 その存在価値や事業活動の評価が問

われる時期 となって来ていることに鑑 み、93年 度は

厳 しい状況 ドにはあ るもの ・従来に もま して積極的

な'ド業の展開を推進 していきたい。

1 重点推進事業

(11機 械 翻訳に拘わる団体 としては情報処理学会、

  八1二知能学会、国際情報化 協力セ ンター、AT

  Rl¥声 翻訳通信研究所、 H本 電i-L業 振 興協会、

  日本翻訳協会、 日本翻訳連盟等があるが、 当協

 会 は 「機械翻訳 システムの普及、啓蒙」 とい う

 性 格をより鮮明 にした事業の展開 を行う。

① 92年 度 は 「翻訳フエア」を開催、システム等

  の,Yf%.u及啓蒙につとめたが、93年度はMT-Summit

 wを1三 催 し、機械翻訳システム等に関する技術

 情 報の交流や システム展示会 を開催すると ・も

  に 「機械翻訳の使川法」 というチュー トリアル

  も開催す る。

   この他ユーザを対象としたセ ミナー、 ミニ展

  示会等 も開催 して行きたい。

② 協会の経営基盤強化のため事業の活発化が必

  要であるが、93'f:ft,はその準備のため、ユーザ

  研修のためのテキス ト、マニュアル、辞書流通

  策 など委r'1会活 動を通 じて整備 してい く。

12)ア ジア太'iそ洋地域の会員組織 を強化 し、情報

 交流の積極化 を椎進す るための準備活動 を行う。

 具体的推進方法 としては

① ア ジア太1群 地域 内に支部を設置 し、理事を

 置 く。

② 支部独 自の事業運営 について も協力、支援 して

 行 く。

以Lを 柱に して会員の動向を見なが ら、詳細を運

営委員会で検討、推進 していきたい。

(3)情 報 交流、国際協調の積極化

① IAMT活 動 に積極的に参加 し、国際的な情

 報交流の積極化をはかる。

② 翻訳、披術開発に係わる各種団体 との交流 を

 深 め、情 報の収集、伝達、提供 を積極化 して行

 く。

、、い1Tジ ャー ナ ル 4

2 具体 的事業内容

〔1)研 究会、見学会等の開催(会 則3条1号 関係〉

① 第4回 機械翻訳サ ミッ トを㈹電子工業振興 協

  会 と共同で開催 し、機械翻訳システム等の研究

  成 果の発表や国際的な技術情報交換を行う。

② 機械翻訳サ ミットと,lf行しテクニカルツアー

  を実施する。

(2) fi」行物等の発行(会 則3条2号 関係〉

① 「AAMTジ ャーナル」 を定期的 に発行す ると

  同 時に、海外会員にたい しては英文版 を発行 し

  てい く。またIAMTの 編 集する 「MT NEWS

  INTERNATIONAL」 も発行 してい く。

② この他研究会報告書等随時発行す る。

(3)機 械 翻訳 システム利用者の教育訓練等(会 則

  3条3号 関係)

① 機械翻訳 システムの利用、活用効率向.Lの た

  め にチュー トリアル、利用講習会等 を開催 して

  い く。

② 製 品紹介、 システム ツールの開発を積極的に

  お こなう。

 ③ テ クニカルライテ ィングに関する団体 とも連

  携 し、文書表現面か らの改善の研究 も行う。

(4)機 械 翻訳システムの技術開発(会 則3条4号

  関係)

   人1知 能学会のi三催するシンポジウム(TM

  I'93>に も協力 し、研究会活動の成果発表や次

  off:代の機械翻訳技術の動向等の技術情報の収集

  や情報 交換を行 う。

 (5)シ ステム評価等の活動(会 則3条5号 関係)

   委員会活動 を通 じ、言語評価、システム評価

  等の活動 を引き続 き実施する。

 (6)シ ステム導入、使用に関す るガイ ドラインの

  作成(会 則3条6号 関係)

   ユ ー ザ代表 も加え委員会活動の中で成文化 し

  て い く。

 (7)技 術 調査、情報、文献の収集(会 則3条7号

  関係)

   各種 惇門機関を通 じて機械翻訳 システム関連

  の情報収集、交換 をおこな う。

 (8)学 術 調査、研究の推進(会 則3条8号 関係)

   機 械翻訳 システム関連学会、団体 と連携 し、

  調 査、研究 と情報の交流をを推進する。

 (9)関 連学会、諸団体 との協力(会 則3条9号 関係)



93年 度収支予算

 困際 交流、事業活動の活発化など、また事務所 も

手狭 となって移転の必要 も出て来て資金需 要は増大

する傾向にあるが、厳 しい経済環境 ドにあるこ とを

認識 して会費の値Lげ は行わず、 より一一廟の合理化

に努め、効率運営に努めて行 きたい。

 収 入 の 部

会    費  16,000,000

雑  収  入    600,000

づ乏  耳)く 不ll 息         80,00〔 〕

収  入  計  16,680.000

前 期 繰 越 金  15,177,548

収 入 {!計  31,857,548

備 ぢ

セ ミナ ー 等 、

事務所移転を承認
 研 究会活動、委鼓会活動等の活発化にi'1`い現 行事

務所は手狭 となったため移転を検討 したい。移転時

期 については機械翻訳サ ミッ トの曜ド後処理が・・段落

する9)1ド 旬 を一一応の目途 とし、賃借物件の調査に

取 り掛か ることに したい。

 移転に ともなう保証金、賃借料、OA機 器等の新

規購 入につ いての1㌦算は93年 度一・般会計に計Lし た

い 。

 移転 先については会員の交通の便 もト分に配慮 し

て慎 重:に検討 して行 く所イrである。

 尚、協会'!}務所(本 店所在地)はpji.}ti.会、 総会の

承認`}墾項であ り、また会則への記載`ド項であるが、

本件の取 り扱いについては理事会に.一任いただ くこ

とで通常総 会での承認をうけた。

  支 出の部

 事 業  費  (11,360,000)

 会  議  費    600,000 総 会、セ ミナー等

 委員会活動費   1,000,000 研究 会等

 団 体 加 入 費  1,760,000 1AMT会 費他

 r≡u   届ll  費     3,500,000  1LA幸艮謎,:r口届lj饗オ

 百射         金        400.000

 通 信  費   900,000 広 報誌発送費含

 翻  訳  料   2,000,000 広 報誌翻訳料

 旅 費 交 通 費   700,000

 11カ   rk   費       500,000

 事  務  戸斤 費   (11,850,000)

 入 件  費  6,000,000

 物 件 費  1,600,000 0A fi,rの導 入

 賃 借  料   ?,400,000 事務 所賃ll継:卜

 光  熱  費    350,000

 消 耗 品 費    850,000 事務 用消耗品

 雑     費    200,000

 手  数  料    10,000 銀行 手数料

 不多  車云  費      200,000

 減 耗 費   240,000 保証 金減耗

 予 備 費  8,647,548

支 出 合 計 31,857,548

理事の交替
 社 内の担 当業務の変 史や退任等により「nl1)t交ii」

の 申 し畠があり、審議の結果承認された。

(退任理 「1の

 水 嶋 都 香 氏(讐 練 芝乱享務取締役)

 登 家it夫 氏(H本 電気讐謹常務取締役)

 中 島 昌 也 氏(松 ド技研n,cs-tt祉長)

 樋 浦 克 彦 氏(籔 卜印取締役)

(新任理 事)

  吉 川 英 … 氏(H本 電気緊取締役)

  占 賀il.一 一氏(麟 東芝常務取締役)

  堀 内 司 朗 氏(松 ド電器産業糞森常務取締役)

  渡 辺 学 氏(魏 卜印取締役)

 尚 協会副会長であった水嶋理事の退任により理事

会で'11選の結果、 占川理事が副会4に 選任 され、就

任 された。

 理 事の任期は2年 間であるが、94年 度の総会時に

は改選議案を審議いただ く`}乎になる。

 総 会出席の会員か らは特別に審議すべ き提 案 もな

く、無 事総会を終tし た。

P
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MT-Summit IV 開催報告

 機 械翻訳サ ミットは機械翻訳システムの健全なる発展 と普及を目指 して、 日、米、欧3極 の機械翻訳協会が

持ち回 りで隔年毎に開催 しているものである。1987年 第1回 を箱根で開催 して以来、 ミュンヘ ン、ワシン トン

と巡 り、 第4回 は日本が当番国 となって開催 した。

1 開催概要

 会 期 は7月19～22日 の4日 間、会場 はホテルオー

クラ神戸、主催 は㈱ 日本電子工業振興協会 とアジァ

太'F洋 機械翻訳 協会の共催、通商産業省の後援、神

戸国際交流協会の助成、情報関連学会、情報関連団

体の他大阪科学技術センター、関西情報センター等

の協賛、協力を得た。開催準備は92年6月 に準備会

をまた9月 か らは機械翻訳サ ミット組織委員会の ドに

プ ログラム、広報、展示、実行委員会を設置し、延

27回 にわたる会合を持ち、開催準備を行った。

 た またま7月14日 ‐is日 に京都で研究者対象のT

MI'93(次 世 代機械翻訳シンポジウム)が 開催 され

たこともであり、今回は研究者に加え開発者やユー

ザなど機械翻訳にかかわるあらゆる人々を対象にプ

ログラムが編成された。7月19日 には初心者のため

の 入門講習、研究者対象のワー クショップ、ATR

l、:声翻訳通信研究所兄学のテクニカルツアーが、 ま

た19-22日 の4日 間機械翻訳展示会 も開催 された。

2 機械翻訳国際会議

   (シンポジウム)の 概要

 機 械翻訳シンポジウムは基調、招待講演、プ ロジ

ェクト成果発表、パネル討論で構成 されているが、

その概要を紹介 しょう。

(1)基 調 講 演

What Have We To Do

             (長尾 会長)

先ずJEIDA、 AAMTの 調 査、研究の報 告書

を総括、機械翻訳ユーザの使用実態 を紹介を し、今

後の技術、開発、利用の方向を示唆 した ものである。

 現 行大ロユーザは翻訳の コス トダウン、スピー ド

化、大量翻訳 を目指す企業のマニュアル制作部門や

機械翻訳業者である。 グループでの使用 も多 く、翻

訳プ ロセスでは分業化 した り、専任担当者や管理者

を設置 して効率的な運用をはかっている。然 し翻訳

品質がよ くない、異システム との互換性、専門用語

辞書の不整備等の不満 も少な くない。機械翻訳は単

体使用からネッ トワーク利用 も目立つ、これは辞書

の共同使用や後処理を母国 に依頼 して行い、品質 と

コス トを低減 しようとの動 きもある。

機械翻訳を うまく利用してい くにはMTの 長所、短

所を知 る、使い方を工夫す る、MTの 専門技能者を

育成するこ とが必要である。またMTの 開発者はヒ

ューマンインタフェー スをよくする、図、表の翻訳

機能を もたせ る、多言語翻訳への取 り組みなどを急

がねばならない。

 MTの 将 来方向 としては学界、業界の協力の もと

で専門用語辞書データベースの構 築と相互利用、使

用上の トラブル苦情 に対応するガイ ドラインの設定、

経験豊冨なユーザ事例や情報交換等が必要 であ り、

ここでMT協 会の果たすべ き役割 も大 きい。

 AI八Il知 能 というものは息の長い研究が必要で、

解決すべ き問題 もまた多いが、これには国の財政的

支援 を大いに期待 したい し、また翻訳 というものは

国際的な業務であ り技術、 コンサルテ ィング、サー

ビス等の国際協力や情報交換 も不可欠で、ノウハウ

に関す る知的なネ ットワーク作 りが必要 と強調され

た。

A,、MTジ ャー ナ ル 6



招 待 講 演1「 機 械 翻 訳 技 術 の 動 向 」

            (英 ・Huchins教 授)

 ここ5年 間の機械翻訳の技術開発の動向 とフ ロジ

ェク トの成 果についての紹介があった。

 第11H:代 は 直接翻訳システムであったが、66年 に

ALPACレ ボー トが出て研究は 一5:ド火 となった。

第2iH二代 は間接翻訳の技術開発の時f/で ある。80年

代には トランスファ方式ではARIANE, MET

AL, Muな ど、多fl語 ではEurotra、 中間言語方式

ではDLTやRosettaの プ ロジェク トが活動 した。

 ル ールベースの トレンドとしては8()年代 のなかば

ではシンタックス志IUDで あった ものが90年 代には語

彙il導 型のアプ ローチが とられ るようにな り、複雑

な変換ルールは簡素化された。表現 も階層化 された

もの、マルチレベルで併nさ れた ものか ら現在では

よりシンフ.ルな表現が行われるようになった し、80

年代にはツリー トランダクシ ョンTi!<が とられてい

たものが現在では制約な どの方法が とられるように

なった。解析や変換に佳 占ヰ当てた研究が、90年 に

入ってか らは生成にL体 が変わって来た。理解 とか

曖昧 さの解消か ら現在では文体である とか質の良い

アウ トプ ットが強調 され るようになった。80年 代に

は言語的 な情報が重視されたが、現 在では語彙、概

念にたいする情報が 重要視され、 また語彙の編集に

象徴 されるものが、現在では語彙の取11,T・f、確保 に焦

点が当てられる等の変化がみられ る。

 しか し何 と言って も大 きな変化は コーパスベース

のMTが 兇られ るようになった事で、コーパ スか ら

情報を直接利用する方法 と、情 報の素 ゴ・として間接

的に利用す る方法が取 られてい る。これ より更に統

計べ一スのMTも 現れた。新 しいアプ ローチとして

はNeural-Networkを べ 一スにしたMTの 研究 も進

められている。

 も う…つ 重要な展開がみ られたのは生成の分野で

あって、 どの ように文体 を改簿して行 くか、他の 言

語 との文体 との違い、談話の素性、対話、不特 定多

数の会話の翻訳な どの研究 も進んでいる。この他重

要な変化 としては多C」語MTへ の移行、対話べ一ス

のMT、 コン トロール された ドメインユーザスペシ

フ ィックなMTの 研究開発が目i"1った。

 今 後のユーザについては多言語の 多国籍企業に加

え、 ノンプロフェショナルなユーザが増 えて行くだ

ろうから品質がそれほど高 くな くともPCべ 一スの

7

システムなど有用性のあるMTの 開発も必 要になる

し、ユーザ と開発者の協11に よって、国際標準や評

価法 も確 蹉していかねばな らない。

 尚会場 からの質問 に現在の翻訳市場に しめるMT

の シェアーは推定5%位 ではないか との答えが あっ

た。

招 待 講 演2「 機 械 翻 訳 利 用 技 術 の 現 状 」

        (Vasconcellos AAITA!'ll)

 こ こ 数,:,f.の間 にMTに も 大 き な 変 化 が み られ る 。

そ の 一つ はPC--MTの 利 用 が1111速 した こ と、そ して

NetwOl'k利 川 のMTがar.及 して い る 賢で あ る。PC

-MTと は機 械 翻 訳 をMT Lで お こ な う もの で あ る ,、

グ ロ バ ー ル リ ン クの 資 料 に よれ ば 、Micr(♪Tacは す

で に15万 台 も販 売 さ れ て い る。

 雑 誌 の ユ ー ザ 調 査 に よれ ば 、 そ の 使 い ノ∫も'll初1`

想 さ れ て い た もの よ り社 会fi<1で、 社 交 的 な 使 わ れ 方

が な され て い る。 例z!#'ホ テ ル で ク)緊 急 会 話 川 に 、

手紙 作 成 の ツ ー ル と して 、 ま た 辞,ll代 わ り に と 多様

で あ る。PCト ラ ン ス レー タで は 翻 訳 者がPCLで

翻 訳 を して い る し、 フ ラ イ トシ ュ ミ レー タ用 に 、 レ

ー ダ の 教 育 に も使 わ れ て お り ま す 。 メ ー カ も12、㌃語

の ソ フ トな ど 、 い ろ い ろ な 商 品 を 販 売 し て お り、 価

格 も100$稚 度 、デ ィス カ ウ ン ト店 で は60$で も 獄 こ

い れ る こ とが で き る。

 fi本 電 気 で はPC-VANを 、冨1:通 で はNIFT

Y-SAVEと い う ネ ッ トワー ク を 介 して 翻 訳 をす る

こ と も出 来 る よ うに な っ た 。

 私 は ユ ー ザ の 利 用 実 態 に つ い て ア ン ケ ー ト調 査 を

行 っ た 。 回 収 され た もの は39と 数 は 少 い が 大 ロ ユ ー

ザ の50%は 含 ま れ て い る と思 う。そ の 内7はMTを 未

使 用 で あ っ た が 、32の ベ ン ダー で23機 種 の 商 品 が 使

わ れ て い た 。EC委 員 会 か ら も回 答 が え られ た が 、

ECCで は シ ス トラ ン を13の 、ζ語 の コ ン ビ ネ シ ョ ン

で 使 用 、40%は マ ニ ュア ル のINPUTを 行'・ て い

る、最 近 は 電r関 係 のInputが 増 加 して い る。翻 訳1酷{:

は3000万 語/年 、 ユ ー ザ は400～500人 、30%は 後 処

理.さ れ て い る 。 残 りの70%は 翻 訳 若 用 で は な い とい

う面 白 いyisfl,y`ll が 出 て い る 。 つ ま り情 報 を う る た め の

MT利 用 で あ り、 粗 訳 の み で ト分 とい う 事が 伺 え る。

 ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果 を紹 介 す る と年 間 のMT使

用 翻 訳 量 は45〔〕0万語 が 最 多 で 、 翻 訳;rl:の50%を カバ

ー して お り、 そ の 内 容 は技 術 マ ニ ュ ア ル の 翻 訳 で あ
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る、回答23社 の合計MT翻 訳量 は144百 万 語、これよ

り世界のMT翻 訳礒は少な く見ても3億 語(120万 頁)

にはなると推定できる。日本の大 ロユーザは150万 語/

年、ソフ トや技術マニュアルの翻訳が60%を 占めて

いる。MT翻 訳により翻訳 コス トが50%節 減 出来た

とも云っている。後処理にはかなりの苫労が伴 うが、

これをカバーす るために前処理 に重点をお くという。

111処理 では、構造、Input Textを 簡 単にする、翻訳

しない部分をブロッキングする、フォーマ ッ トを変

換する、スペルチェクを行うと云 うものである。反

面Zerox Meteoな どはいいシステムを持っていて

Inputを コ ン トロール したU.前 処理を全 く行わない

というッニオケローサ もある。

 MTの 利点は専門用語が検索で きる、 コス トが低

減出>Kる 、サ ラウン ドがはやい、フォマ ッ ト図表が

そのまま利用で きる、訳 し漏れがない、数殖な ども

そのままコピーできることよりソフ ト、マニュアル

翻訳には不 ・∫欠であると、 また情報収集用 として満

足 しているユーザ も多い。反面MTの 欠点はソース

テキス トの準備や後処理が必要、言語に制約がかか

り、個性が失われて しまう点をあげている。

招 待 講 演3「 電子化辞書から大規模知識べ一スへ」

           (横 井EDR研 究所長)

 'lllnisiとしての知能構造の解明、再利用のメカニズ

ムは今後の情報処理の最重要テーマ とな る。これは

知識 インフラ、情報 インフラの構造の解明、構築 と

利用、共有化のメカニズムにマ クロに結び付 くこと

に もなる。ただ知識インフラその ものの構築を始め

ようというのではな く、知識インフラの構築を高性

能に自動化するための技術、高 レベルの利用を可能

な ものにするための技術などがその研究目標になる。

これがため共通 となる基本的な大規模知識べ一スの

構築を手掛けることになる。

 この大規模知識べ一スは情報処理や人工知能の分

野にいかなる役割を果たすのかその基本的な要件を

ぢえて見たい。先ず知識 を表現す るための メデ ィア

として自然言語 を知識表現a語 として扱う事とし、

他の メデアとの関係 を明 らかにす る。そ して知識表

現のための各メデ ィアの役割をどう位置付けるか、

これは大規模知識べ一ス技術の性格 を決め ることに

もなる。知識処理、文書処理、 ソフ トウエアIl学 等

色々な分野からもアプ ローチがあるが、これらのア
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ブ ローチを統合化 しうること、 また統合化すること

が課題 として設定で きるか も重要な判断のポイン ト

となる。次に知識表現 メデ ィアを適切に役割付 ける

こと、新 しいシステムアーキテクチャ、浅 く広 く処

理するこ となどが要件 となる。

 EDRの 電子化辞書は語彙に関する知識 を大規模

に集積 した知識べ一スである。知識表現メデ ィアの

役割付け と人間 しか理解できないもの とコンピュー

タが理解 可能なもの との間を連続的に結び付け、バ

ランスを取る という役割 をもっている。概念説明を

コンピュー タに理解 させ るため概念間の相互関係を

列挙 させたのが概念辞書であり、概念記述は文の概

念の妥当性や類似の文の概念の変換や、文の概念間

の類似の判定をコンピュータが出来るようになって

いる。辞書作成のプ ロセスはコンピュータを利用 し

たワークシー トの作成、作業手順の設計、辞書デー

タの検証、辞書の開発という工程である。辞書があ

る程度の所まで くれば大規模語彙知識獲得にふ さわ

しい技術やシステムの開発ができるのである。

 そ こで大規模知識べ一スの研究開発プ ラン(知 識

アーカイブ)を 提唱 したい。知.識べ一スは知識その

ものの技術、新 しい統合的技術 に取 り組む ものであ

り、知識処理 と自然言語処理が中心 となる。研究開

発の 目標は知識構造の解明、知のスペースの自動構

築技術や高度な構築支援技術、高度な利用技術、共

有化技術である。開発内容は知識の構造、知識表現

メデ ィア、知識の構成、基本構造のプロ トタイプ を

自動構成及び構成支援を合わせ開発する。 また知識

の作成、変換、蓄積、伝達に係わる蓄積の構築に関

する研究、憂に構築化機能に加えシステム化、分散

協調機能、知識の共同作成 を支援す る知的グループ

ウエア機能の研究開発を行いたい。これ ら大規模知

識べ一スの研究開発の重要性 と緊急性 に鑑み本年12

月にKB&KSシ ンポジウムを開催 し、広 く共通認識

を高め るために更に議論 を重ねて行 きたいと考 えて

いる。

(2)ビッグ プ ロジ ェク ト

1 ClCC-MMT(多 言 語 機 械 翻 訳)

 CICC三L研 究開発部長 よりプロジェク トの概

要(研 究目標、内容、期間、組織、開発費、共同研

究機関、進捗状況等}に ついて、朱研究員 よりCI



CCの 中間言語(メ リット、特徴、辞書、評価、メ

ンテナ ンス等)に ついての説明があった。

 共 同研究先のマ レーシア(ZAKI教 授)か ら同

国のMT研 究の動向、 CICCプ ロ ジェク トの成果

利用 とフォロー体制について、同 じくタイ(ワ ンタ

ネ ・ファンタジャッ ト教授)か らもMT研 究 開発、

自然言語処理研究の動向、タイ語の特徴などの講演

があった。

2 ATR自 動 翻 訳 電 話

 翻 訳付 き電話の要素技術(音 声認識、話 し言葉の

FJ語 翻訳、音声合成 とコンピュータ技術、デジタル

コミュニケーションネッ トワーク等)に ついての研

究成果が報告(前 榑松社長)さ れ、締め くくりとし

て国際回線をつ うじて米、独、日での相互実験 に成

功、限 られた分野での音声翻訳の 可能性 を実証 し7

年 間の研究を終了 した。この成果を踏襲 し、新設の

音声翻訳通信研究所の研究 目標、内容、期間、問題

点等が紹介(森 本室長)さ れた。

3 EDR(電 子 化 辞 書 研 究 所)

 EDR辞 書 の開発の目的、特徴、辞書の種類(基

本語、専門用語、概 念辞書、概念記述辞書、共起辞

書、EDRコ ーパス等)研 究課題、研究開発体制、

実証評価等 について報告(千 葉研究管理部長)が あ

り、 また英仏独中韓 タイマ レー シアイン ドネシアと

も国際協力を推進中 との説明があった。更に研究内

容の詳細について(竹 林室長)EDRコ ーパスを使

ったExample-Based MTへ の試みについての説明

(安原室長)が 行われた。

4 Verbmobile(対 面 方 式 の 音 声 翻 訳)

     (独 ・AI研 究セ ンターDr. Wahlster)

 自然 さ、話 し手への適応、対話能力 という挑戦 目

標 を掲げた戦略的プ ロジェク ト、プ ロ トタイプ(4

年 後)、モジュールの作成を目的 とし発足、英語を中

間言語 とし、3言 語 シナ リオ、交渉のダイアログで

対面式で行 う。4年 間、2段 階で2001年 まで計画、

独研究開発省が6000万 マ ルク支出、大学に100%、 コ

ンソシアムには40%の 補 助、技術目標 は辞書サイズ

は1500語 はオン トロジ領域、2000語 は128会 話要素を

包含 している。解析は必要以 ヒに深 く、翻訳は表層

で、生成は出来 るだ け早 くをスローガンに している。
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5  Corpus Project

       (英 ・シェフ ィル ド Wilks教 授)

 コー ポラの利用が言語関連のMTに 普及している。

具体的には情報検索 とTextの 抽 餓、コーポラのッー

ル、Textの ア ライメン ト、ハ イブ リッド等の観点か

ら世界各地で行われている研究プ ロジェク トの紹介

やIBMの 研 究成果の評価 を交えて動向 を紹介、今

後はスタテ ィクメソッドが効果的で進展 して行 くの

ではないか との調査報U:I」と情報の提供があった。

6  EC Language Project

            (ECCDr, Rolling)

 ECは 現 在12力 国が加盟、21世 紀 までにに加盟国

はさらに増加する。EC公 式 、享語は9,㌃ 語であ る。

このような状況か ら各種の言語プロジェク トが活動

している。77年 にはMultilingual Action Plan83年

にはEUROTRA、91年 か らLRE94年 か らMA

P,EUROTRA、LREを 統 合 しLMTがli動 を

開始す るとし、それぞれのプ ロジェク トの詳細動向

について、 またECの 管轄外ではあるがEUREK

A計 画やECのMT政 策 について説明があった。

(3)パ ネ ル 討 論

     「機 械 翻 訳 技 術 の 将 来 」

 最近のMT研 究では翻訳例文に基づいてのExam・

ple-Base、 統 計手法 を川いたSatistics-Baseな ど多

くのシステムが提唱 されているが、「今後のMT研 究

の方向について」問題提起(内 田座長)が された。

 「色々なシステム、手法が数多 く提唱されている

が、 まだ完全 というものはない。 言語 を理解 しなく

て も翻訳はできる、 どの レベルからでも、翻訳がで

きるという所か らやればいい、翻訳す るための労力

を如何に軽減す るか とい うことで機械学翌が 重要性

を持つのだ」(Boon教 授 ・シンガポール大)「 パラ

ダイムシフ トがMTに とっていいことか どうか、機

械 支援の翻訳は人間にとっていい刺激 となってお り、

種々のサ ポー トツール も提供されている」 と現状是

認の方向(Dr. Isabelle・CWA R C)「 コーパ ス解

析 でグラマーを抽出する、統計情報を使って優先度

の割 り振 りをす る、その他種々のアプ ローチが提 案

されているがこれらは全てシングルエンジンのアプ

ローチ、MT分 野のハイブ リッド化にはこれ らのM

Tシ ステムを抱合 したマルチエンジンシステムが必
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要」 との提唱(Nierenburg教 授 ・CMU)「MTの

将 来は目、γったブレークスルーはな く、継続的な改

簿が既存の システムについて継続 して行われて行 く

だろう(Rohrer教 授 ・Stuttgart大)文 書翻訳だけ

ではなくマルチ メデ ィアの翻訳は現在の何乗倍 もの

難 しさがある。これがためには人間を介在させ、機

械支援の入聞翻訳、入間支援の機械翻訳 も必要」(Dr.

Boitet・ATR研 究所)「将来的 には現在提唱 されて

いる種々の システムを混在 させて使 ってい くことに

なろうが、その前に現行の システムの基本的なフレ

ームワークを整理 し
、統一的な翻訳に関する計算の

理論を作 りi直してみる、この ような研究 も必要では

ないか」(辻 教授 ・UMIST)と い うパネルの締め

くくりとなった。

であり、展示だけではな く華やかなデモンス トレー

ションが繰 り広げられた。見学者 も国際会議参加の

研究者、技術者をはじめ地元関西地区の一般ユーザ、

更には長野オ リンピック組織委員会やはるばる関東

地区な どか ら多 くの方々が足を運んでいただいた。

見学者はそれぞれ専門家であるだけに鋭い質疑が飛

び交い、ブース毎の滞留時間 も長 く、説明員は汗だ

くの対応に追われていた。総括的には機械翻訳シス

テムの品質や性能が向上し、またユーザオ リエ ント

な配慮が伺えるとの評価が 多かった。

(出展社)CWARC

CC NTT NHK

日立 東芝 シャープ

ゴヴ ィスタ ノ ヴァ

KAIST ATR CI

EDR 日本 電気 富士通

松下 リコー カ テナ ロ

 パ ネ ル 討 論 「機 械 翻 訳 の 評 価 法 」

 King教 授(EAMT会 長 ・Geneve大)が 座長と

な り野村教授(九 工大)Rolling(ECC)Vascon-

ce110s(AMTA会 長)横 山教授(山 形大)に より熱

烈な討論が展開 された。

またパネル討論 「国際協力」は田中教授(東 工大)

が座長となり、Dr. Chien(米 ・NSF)Dr. Rolling

(ECC)Dr. Yang(中 国 電子.1二業 部)長 尾教授(京

大)佐 伯課長補佐(通 産省)に よりグローバル コミ

ュニケーシ ョンの実現 に向けて機械翻訳の果たす役

割 は大きく、このニーズに早期 に応えてい く上にお

いて も国際協力は不 可欠であるという点で意見の一

致 を見た。

機械翻訳展示会

 機 械 翻訳展示会は7月19-22[1の4i」 間 同 じくホ

テルオークラ神戸で開催 された。これには海外から

KAIST(韓 国)カ ナ ダ(CWARC)の2団 体

をは じめ 日本か ら15の 企業、団体が展示出展 した。

展示品も研究成果物、ユーザ実用ソフ ト、市場流通

商品 と多彩、その上品種 も音声翻訳、 多言語機械翻

訳、バ イリンガル、モノリンガルシステム と多品種

※ ワ ー ク シ ョ ッ プ 「シ ソ ー ラ ス 」

 研究者対象に7月19日 に開催、「Knowledge Build-

ing for M T」(新 田氏 ・日立 中研)「Linguistic

Knowledge Acquisition from Corpora」(辻 井教授

・UMIST)の プ レゼ ンテシ ョンの後、熱烈な討

論が展開された。

※ チ ュ ウ トリア ル

 「機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 効 果 的 利 用 法 」

 初心 者対象に7月19日 に開催、「機械翻訳の利用事

例」(片 佐原氏 ・電総研)「 機械翻訳のメカニズム」

(牧野助教授 ・東邦大)の テーマの もとに利 用実態

や利用法が解説 された。

※ テ ク ニ カ ル ツ ア ー

   ATR音 声翻訳通信研究所」

 7月19日 に関西研究学園都市にあるATR音 声翻

訳通信研究所を訪問、研究概要の説明、研究成果の

デモ、研究設備や研究室の見学 を行った。

※機 械 翻 訳 サ ミ ッ トの 参 加 者 数

 国際会議(シ ンポジウム)230名

 ワークショップ     26名

 チ ュー トリアル     49名

 テ クニカルツアー    37名
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一
イン ドネシアの機械翻訳の今
     イ ン ドネシァ政府技術審査導入省(BPPT)

           電 子 ・情報技術担当部長 ダルマワン ・スクマ トジャジャ

 イン ドネシアでは、1945年8月17日 の 独立の 日に

バハサ ・イン ドネシア(い わゆるイン ドネシア語=

以 ドBI)を 国 語に制定 した。このバハサ ・イン ド

ネシアは言語学L、 マ レーシア、 ポリネシア、 ミク

ロネシアの諸語 とともに、マ レー ・ポ リネシア語族

もしくはオース トロネシア語族に属 するとされる言

語である。50年 ほどの間にバハサ ・イン ドネシア も

すっか り国民 に普 及し、今では小学校か ら大学 まで、

すべての教育機関で川いられ るまでになった。

 文法的な特徴 として、BIは 歴史的に広 く一般に

用いられ るようになって まだ 日が浅 いため、文法面

な ど、未発達な ところを残 してきた。特 に、BIに

固有の接辞詞の体系は他、言語には見られない特徴で

あ り、また、 言語のメカニズムにおける語の形成を

決定するものであることから、常に文法 ヒの論議の

的 となって きた。現在 まで接 辞詞の研究は、慣例的

に どのような使われ方があるかの調査に始終 した き

らいもある。 この ように、文法の揺れを残 したまま

使われる需語 という面に注 目す ると、 コンピュータ

による言語処理の分野の研究対象 としては、実に魅

力があるといえよう。BIに 関 しては、 この分野で

は過去に包括的な研究がなされていないことも注目

すべ き点である。

 BPPTは イン ドネシア政府の機関 として新技術

の審査 と導入 を検討す るが、現在NLP(自 然 言語

処理)、 わけてもMTに 注目 している。わが国の今後

の発展は、工業国から技術 を吸収 し移転す ることに

かか るか らである。 しか し、これ までは1 -1P吾が技術

導 入の大 きな妨げになってお り、MTが その解決策

になるもの と期待 され る由縁 である。

 また、MT開 発 も、やは りBIを 母国語とす る者

がいなければ よりよい翻訳が得 られ ないことか ら、

単に外国の技術に依 存してはいられ ない という認識

が定着 している。 この ような状況でBPPTは1986

年 にNLP及 びMTに 関す る基礎研究を開始、若手

研究者を中心に 「英 語=イ ン ドネシア語」のMTの

プ ロ トタイプ として、『EICATS』(英 語=イ ン

ドネシア語コンピュータ支援翻訳システム)の 開発

に成功 した。

 翌87年 、BPPTは イ ン ドネシア政府の機関 とし

てCICC(国 際 情報化協力センター)の 多,1語 機

械翻訳プ ロジェクトに参加、このflfi語 、中国語、

イン ドネシア語、マ レーシア語、タイ語の相1':間M

Tの 研 究開発を通 じて、国内の研究活動が大いに刺

激 された。国内の研究機関や 大"1∫rが数カ所CICC

プ ロジェク トに参画 した効果は大きい。 中で も、言

語学分野で自然1葦語センター とともに調査研究 を行

ったア トマ ジャヤ大学では、 孕業研究 としてNLP

に取 り組 む学生が急増 した。将 来、有能 な研ILHが

この1,1か ら' まれ ることを期待 したい。

 さて、CICCフ ロ ジェクトの開始から今年で7

年 目を迎 えるわけだが、 イン ドネシアではMT関 連

技術や言語学についての、あるいはソフ トウエア技

術の面で、 さまざまな研究や調査を行 う ヒ壌が この

6年 間に整え られたのが、最 も大きな成 果である。

CI語 処理 に不可欠な、 イン ドネシア語の電f化 辞n:

も整 備 された。 また、イン ドネシア語の固有の語順

とIH現 頻度を調べるためのコーパス も、まとまりつ

つある。ユーザ ・インターフェイスについて も、エ

デ ィタ、翻訳支援 システム、保守システム、あるい

はMTシ ステムの環境づ くりも、研究開発の課題 と

して注 目す るところであるが、現段階では、MTシ

ステムに必要なOP(ユ ーザ操作パ ネル)や2力 国

語エデ ィタ、1/0シ ス テムの開発が進んでいる。

MTシ ステムの実用化に供す るためにも、あるいは

人干を介す る翻訳において も有効なツール として、

完成が待 たれる。

 この分野には、 まだ まだn後 の検討課題が山積み

だ というのが、正直なところである。 しか しそれ も、

将来的には必ず解決 されるもの と信 じている。今後、

MT関 係の研究者の八1!の 着実な増加が見込まれる

ことから、 コンピュータとr亨語学の両分野の專門家

が緊密に協力 しあ う体制 を確立 し、CICCプ ロジ

ェク トを通 じて培った経験 と知識 という資産を生か

した、さらな るMT技 術の向Lと 普及に期待 したい。
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研究成果報告会

制限言語研究会 ・利用技術研究会 ・システム評価研究会

 ア ジア太平洋機械翻訳協会には制限言語、 システ

ム評価、利用技術の3つ の研究会が活動 を行ってい

るが、92年 度の研究活動の結果についての報告会 を

当協会会員を対象にして6月25日 に東京銀座の京橋

会館で開催、68名 が参加 した。研究成果 については

230頁 に もおよぷ報告書に詳細に記載されているが、

その概要を紹介 したい。

1 制 限 言 語 研 究 会

 この研究会は内田委員長(富 士通)の もとで92年

度は5回 開催された。 メンバーは7名 である。

研究テーマは 「制限日本語」である。

制限言語の必要性:

 機械翻訳 を行 うには機械 に分か りやすいFl (制

限,ζ語)を 使 うことが必要であ り、機械が文章 を理

解す るために必要な情報 をおぎなってやることも必

y':ある.,

制限 露語の役割

 機械翻訳 に文解析の精度を向Lさ せ るために文構

造の明確化が必要。 また日本語には 掃 吾や 目的語、

述語語尾、格助詞が省略 されているものが極 めて多

いが、省略情報の補充を してやることが必要 となる。

制限規則

 原則1 文節 は受ける資格のある文節の中で最 も

近い文節に係わる(① 連用修飾文節は最 も近 い用言

文節を修飾する ② 連体修飾文節は最 も近い体言文

節を修飾する ③補助用言や助動詞相 当表現や助詞

相当表現は付属語 として扱われる ④ 文中の引用は

「 」で くくる ⑤ 文頭接続詞は文末の述語に係わ

る ⑥ 文中の形容詞や形容動詞連体形 は原則 として

連体詞 として使用する ⑦ 文中の形容詞や形容動詞

連用形は副詞 として使用す る ⑧ 文中の形容詞や形

容動詞の連体形を連用修飾するためには格助詞の「の」

を使用する ⑨ 助詞 「は」で導かれる文節 は連体形

の用言を修飾 しない ⑩読点 「,/、」を伴 う文節は連

体形の用言を修飾 しない ⑪ 助詞 「は」と読点 「,/、」

を伴 う文節は文末の述語に係わる ⑫ 「～ して～す

る」の形の述語並列はこの原則 に従わず、 「一して

」の前の連体修飾文節 は 「～する」の文節を修飾す

る ⑬ 連体修飾文節が連語である体言文節 を修飾す

るとき連体修飾文節は連語の最後の要素を修飾する。

 原則2 助 詞 「と」で導かれる文節は原則 として

文中の連用文節を修飾 しない(① 引用、目標の 「と」

は文中の動詞文節を修飾する ② 随伴 を示す 「と」

が文中の動詞 文節 を修飾するときは 「と ・緒 に」 と

{.
ttき 直 すへ

 原則3 述 語の語尾を省略 してはならない、述語

の語尾 とは①サ 変動詞 の 「す る」 ② 形容動詞 の

「だ」 「です」「である」名詞述語の 「だ」「です」

(① 名詞述語の 「で」は 「である」におきかえる ②

名詞述語の 「である」の意味が明確になるように書

き換える

 原則4 格助 詞を省略 してはいけない(① 係助詞

や副助詞は係助詞 「は」が 「が」か 「を」を代用す

る場合及び係助詞 「も」が 「か」 を代用する場合 を

除いて格助詞を伴って使用 しなければいけない」

 原則5 漢 語は漢字で書 く、例示は()内 で掲

げるものを原則 とする。尚この制限規則に従 えば翻

訳効率は50%以 上 改善 され ると云 う。

2 利 用 技 術 研 究 会

 利用技術研究会(牧 野委員長)は92年10月 に 「環

境評価」から名称を変更 し、93年 か ら本格的な研究

活動に入った。メ ンバーは19名 と多 く、手初めに機

械翻訳の利用実態 と辞書構築の実態調査 を93年3月

に行い、その結果 を分析、報告書 にまとめた。調査

内容は多岐 にわたるが、その概要 を紹 介する。

 利 用実態調査:機 械翻訳 を組織的に利用 している

大規模ユーザは数百頁から千頁/月 の翻訳を行って

お り、その内容はマニ ュアル、技術文書、特許など

を対象 としている。小規模ユーザは数頁～数1・頁/

月で文献の流 し読み程度の利 用である。翻訳プロセ

スは必ず しも分業化 して行ってい るとは限 らず、

また語学の スベシャリス トとは限 らない。ユーザ辞
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書 も発注側か らの協 力、提供 を受けているところが

多 く、その信頼関係が重要にな る。前処理(短 文化

や省略文の補充等)後 処理(訳 語 チュ ック、修正、

訳文書 き換 え等)は 避けられない課題 である。実績

のあるユーザは編集訳文辞書登録のノウハウを蓄積

している所が多い し、システムの能力をサポー トする

機能を独自で開発 した ところもある。 日英 システム

のユーザには翻訳品質の向上 を要望する声が強い。

 辞書構築調査:分 野は情報、通信、電子、機械、

航空が多く、日英、英 日がほぼ同数、語数 も2000--5000

語程 度、登録の大部分は名詞である、機械翻訳のユ

ーザ辞書では品詞や意味マーカが付与 されているが
、

語義や例文は付与されていない。訳語の優先順位に

ついては使用頻度順に よるものがおおい。訳語選択

には人間の判断が必要 であ り今後の課題で もある。

辞書はネ ットワークで共有 している例 も多い。

 MTを 効果的に利用 してい くためには①翻訳対象

(分野)を 絞 る ② ユーザ辞書を整備する ③ 前処

理、後処理の必要性 を認識す る ④MT専 任 者が シ

ステム を使いこなす ⑤最終出力まで トータルでの

コス トを考えて行 く事が肝要であると結ばれている。

3 シ ス テ ム評 価 研 究 会

 この研究会(田 中委員長、横山副委員長)は 平成

3年 に発足 した。研究テーマは 日本語の翻訳困難例

文の摘出 と言い換え例の分析及びその対応策である。

翻訳困難例文には警 告が出せ るかどうかの検討 も行

った。メンバーは15人 である。翻訳困難例文の一部

を列挙するとつ ぎの通 り。

1 日本語解析 の問題点

(1)構 文 に起因するもの

① 「…は～が」文、(妻 は顔が きれ い)対 策→所有

 関係、部分全体関係適合す るものの言い換え

② 「…は～は」文、 (私は週末 はテニスに決めて

 い る) 対策→副詞表現 を明示する

③ 「…は～を」文、(セ ミナーは日程 を一 日延長 さ

 れ た。)対 策→受け身への言い換 え

④ 連体修飾、埋込み文における係受 けの曖昧性

 (大 きな飛行機のプ ロペラ)対 策→係受 けを括弧

 な どで明確化する

⑤ 連 用修 飾における係受けの曖 昧性(彼 は魚 を

 東 京に買いに行 く)対 策→括弧 を用いて係受けを

 明確にす る

⑥ 並列構文(日 本の動物 と植物の歴史)対 策→括

 弧を用い係受けを明確にする

⑦ 平叙文の形をした命令文 ・禁止文(接 着剤使用

 の場合はほこりを取 り除く)対 策→明示的な命令

 文にする

⑧ 引用述語のスコープ(タ バコは人体に有害だと

 言われている)対 策→引用の範囲を括弧で明示

⑨ 長文 対策→読点を手掛かりに文を分離するこ

 とも考える。

⑩ 埋め込み句の 「が」と主語の 「が」(彼が先に着

 た服はいやだ)対 策→括弧等で係受け関係を明示

 する

② 意味に起因するもの

① 多義性(車 が家になる)対 策→意味関係を明示

 する

② 数量表現(牛 乳を一日に3回のむ)対 策→序数詞

 と基数詞を明示する

(3)品 詞に起因するもの(以 下対策記述は省略)

① 和語動詞(危 険な液体には色がつけてある)

② サ変動詞(わ たしは週末は決まってテニスをす

 る)

③ 助詞 「で」、「と」、「の」、「によって」、「のため

 の」の暖昧性、(満員のバスで会社に行く)

④ 可能助動詞 「れる」「られる」(まだ着れる服を

 捨てた)

⑤ 反対接続でない 「が」

⑥ 補助動詞、アスペクト(水 を汲みにいってきて

 下さい)

(4)表 現、文脈理解に起因するもの(以 下例文記載

 は省略)

①口語的表現②指示代名詞による照応③敬語表現④

慣用表現⑤二重否定⑥文脈表現⑦特殊な表現

2 目標言語との対比における問題点

 (日本語の主語の省略、英語の無生物主語、発想

の違いによる特別な表現、目的語の欠如、再帰代名

詞、所有代名詞の欠如、元言語と目的言語との対応

が1対 多になる場合、比較表現、被害の受け身、共

起関係の異なり、日本語定型文)

3 目標言語生成に関する問題点(冠 詞、前置詞、

 時刻の一致等)

 紙面の都合上、例文及び言い換え例、対応策は省

略するが報告書では詳細に記述解説されている。
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利用技術研究会 ヒア リング

大学教育と機械翻訳
富 田 勝(慶 応大)

 慶 応大学は90年 、藤沢 に新 しいキャンパスを開設、

そこにキャンパスネッ トワークをはって約500台 のU

NIXワ ー クステーションを設置、その半分近 くを

学生に解放 してお ります。学生は入学 してす ぐに、

春先か ら週に3回 全員必修でコンピュータを勉強さ

せ られます。春学期はプ ログラミングではな く、メ

ールの出 し方 とか電子ニ ュースの読み方
、 ラテフの

使い方を全員必修 で教え込まれます。

 慶応藤沢 キャンパスに新 しくできた学部は環境情

報学部 と総合政策学部 という2学 部ですが、学生は

4年 間藤沢だけで過ごす ことにな ります。生活する

ための必需品 として1年 の春学期にワークステーシ

ョンを徹底的に教え込まれるのです。1年 の秋学期

か らはプ ログラ ミングをやった り、語学 を毎 日午前

中にやった りして結構忙 しいカリキュラムですが、

このような環境の下で1年 次の夏近 くにな ります と

すべての学生が毎 日ワークステーションをログイン

す るような状態が続 き、非常に込み合 うために個人

的にラップ トップ を使用するようにな ります。

 コンピュータ関係の レポー トだけではな くて、政

治学 とか経済学といった一般教育科 目の レポー トも

手書 きは認めず、全部ラテフでや って貰っています。

この ような環境のなかで沖電気 とかサ ンマ イクロの

協力によって、2年 程前 に機械翻訳システムをい く

つかインス トール しました。パンセ、ア トラス、 ト

ランザ ック、それからノヴァなど日英、英 日共にイ

ンス トール しました。

 私 自身は春は慶応大学にお り秋はCMUに お りま

すので、春の問に何かおもしろい事がで きないか と

いうモチベーシ ョンか ら、学生が 自由に機械翻訳を

つかえる環境 が整 っておりますのでどうやって使か

ってもらおうか、どうやろうか と考え、2つ ばか り

紹介 したいと思い ます。

 機械翻訳を大学における事務処理 とか事務室のほ

うで利用するとい うことではな く、また機械翻訳 を

使って英語教育に役立てるという意味で もな く、機

械翻訳その ものの教育であ ります。各社の翻訳シス

テム もかな り使 えるようになったにもかかわ らず、

ユーザの数が非常に限 られている と思 います。機械

翻訳業者 とか非常に少ない利用者だ と思います。こ

れには理由がい くつかあると思いますが、中々テキ

ス ト、オ ンラインで使 うひとが少ないということや

機械翻訳システムを個人レベルで買 うには高いとい

うこと、更に 自動翻訳 といった過度の期待 をもって

いるといった事に よるもの と思います。例 えばコン

ピュータ関係の先生で も自然言語処理 を全然や って

いない先生に 「機械翻訳 システムをインス トール し

ていますから」 と云います と、「それは面臼そうだ」

といって自分の論文な り、英語のオ ンラインの論文

をそのまま機械にかけて、その結果を見て 「や っぱ

り使えないな」 といって使って くれない。つ まり機

械翻訳 システムがあるという事は何かファイル を入

れ るとそれな りの完壁 とは行かないまで も使えるも

のが出て くるのではないか との期待を もち、その期

待 をうらぎられた瞬間に見向 きもしない、そこで将

来機械翻訳 システムを使 うエン ドユーザの卵を育て

る、また学生諸君に機械翻訳 システムの現状を誤解

のないように理解 して もらうというのが一つの目標

です。完壁な機械翻訳は存在 しない とい う事を知っ

て貰う、これは使って兇ることによってす ぐ分かる

のです。次 ぎに入力部分 を少 し工夫すれば意外 と使

えるのではないか とい うことを体験 させ たい という

のが目的です。私は春学期自然言語論1(機 械翻訳

実努〉を担当 しているのですが、 これには150人 の 履

修者がお り、真面目な授業なのですが、38台 のワー

クステーシ ョンを置いてある部屋が4つ あ り、翻訳

システムを使って実習が出来 ますので、実際に使っ

て貰う授業に してみた訳です。その結果は 「情報の

科学 と技術43巻5号 」に書きましたが、最初にや るべ

きことは、学生が簡単に使えるようにする必要があ

る、各社製品は結構凝 ったユーザイ ンタフェースを

もったものが多いのですが、ユーザインタフェース

の使 い方を勉強するのは結構大変なので、使わずに、

単なるUNIXコ マ ン ドとして トラピックをや り、
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ファイル名をや るとその結果ファイルが出て くると

い うような裸のシステムに し、オプ ションとしてE/

Jあ るいはJ/Eと す れば方向がきまってシステムを

オプ ションで指定する。後は トランスのナ ン トカ と

入れるとそれだけでファイル名を指定 しないとイン

タラクティブモー ドにな り、 リターンを押すたびに

訳が出て くるという非常に裸の、ユーザ インタフェ

ースな しのインターラクティブモー ドにな る
。

 UNIXコ マ ン ドであるか ら表現入力の鍵括弧の

ファイル名を書 くとファイルから読み取 ってバ ッチ

型になると云 う単純 なシステムを使 ってお ります。

 最 初の授業でや ったのは 「先ず使 ってみ る。そ し

てなるべ く面白い翻訳 を出 してみ よう」 という課題

を与えま した。す ると 「飛んで火にいる夏の虫」 と

いう諺 などでおか しな訳がでてきて喜んでいるとい

った状況だった。

 次 ぎに 「自宅までの帰 リ方を日本語で作文 し、そ

れをシステムにかけて出力文を提 出 しなさい、なる

べ くよい訳文が出るように工夫 しなさい」 という課

題 をあたえ ました。自宅までの帰 り方ですからそれ

を外入が読 んで自宅まで帰れるようであれば、言い

回 しは少 しくらいおか しくて もよいことにしました。

先ず日本語で作文 しそれを翻訳す る。その結果 をみ

て自分な りに分析 し、元の 日本語文を修正するとい

う、思考錯誤で徐 々に良い訳文が出て くるように し

ました。

 一 つ例 を見てみると 「辻堂行きのバスに乗って、

終点の駅で降りて下さい」ですが、Bus for a wayside

shrine is taken, and please fall in terminusと い っ

たおか しな訳が出て来て、何回か思考錯誤 を繰 り返

す うちに固有名詞 はローマ字で入れた方が良い、「お

りる」 と云 うより下車 といったほうが まともな訳が

でるとか、我々から見れば当た り前の ことを教 える

事な しに自分で理解 して行 きました。

 余談ですがバス停で下車す るとい う場所 をあらわ

す前置詞が どうひね くり回 して もinと しか出てこな

い、本来atで あるべ きものがinと しか出て来ない。

苦肉の策 として 「arrivalつ くときに」とやればなん

ん とか訳せ るというこ ともありました。これは1文

だけです、大体8文 位 で家 にたどり着 ける訳文がで

きました。。この ように試行 してみる、学生 としては

所謂ゲーム感覚で楽 しんでやっていたようですが、

狙い としては機械翻訳 システムの実力を見て もらう

ということにあ りました。

 次 ぎの例では 「私の家は郵便局か ら3軒 目」 とあ

るりますがが、My apart is the third eaves(軒)

from a post office、 これをいろいろ工夫 してMy

apartment is third building from the post officeの

よ うに郵便局から3番 目の建物とすれば良い訳にな

るとか、たわいのないような事 をひとつづづ体験 し、

これを2～3週 かけて行い、次 ぎに英 日、「英語で作

文 し、 日本語で提 出しなさい」としました。

 勿 論英語がよ く出来 る学生ばか りではな く、Take

abus for Tsujidou, and get at the bus stopと や る

と 「バスを辻堂 と思って、そ して最後の停留所でお

りよ」 とい うおか しな訳が出て くる。これを工夫す

るとな るべ くTakeと か漠然 とした動詞 を使 うよ り

具体的な動詞 を使かった方が良い といったことがわ

か ります。それか ら

 My apartment is the third building from the

post officeはfrom the post officeが 直接building

にかかっている見たいで、オフ ィスか らの建物 とい

ったように訳 していますが、 これ も感の良い学生で

す とcounting from the officeと し、係受けの間違

いはな くせ るとい う結果になっています。

 この ように課題 を与える事によって誤訳を分析 し

自分 な りに入力文を工夫 してもらうという試みをや

ってみた とい う事です。

 自然言語論 と云 うのは13週 の授業で、前半このよ

うなことをや り、後半はパーサ と文に生成のプ ログ

ラムがあ りますので、学生に文法 を書かせて、簡単

な翻訳 システムを作 って貰 う事にしてお り、たとえば

「私 は リンゴを食べた」とかIeat an appleと 訳 せ

るようになるとか解析用の文法や生成用の文法 を書

かせ、つ ぎに過去形の扱いの課題 を出 して、最終的

には規定文 と過去形 とかが使 えるような翻訳 システ

ムをつ くらせ ました。 この結果、感想 としては 「翻

訳 システムは良 く出来ているのだナ」 というような

実感を もった ようです。さらに自然言語論1で 自然言

語処理や機械翻訳に興味をもった人は自然言語論2へ

進み、 ここで構文論 とか意味論 とかを勉強すること

になっています。

 (6月10日 の利用技術研究会でのヒア リングの1

部 を書 き起 こしたものです。文責は事務局に)
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一
ワー クベ ンチ

1.PlVOTの 概 要

 翻訳 ワークベンチPIVOTは 、 NECの ワーク

ステーションEWS4800シ リーズ向けに発売 されて

いる翻訳支援システムです。 日英 と英 日の両方のシ

ステムがあ ります。

 この冬(平 成5年12月)に 、日英 システムはバ ー

ジョンア ップを行い、R5.1と してリリースするr

定 です。

 まずPIVOTの シ ステム構成を簡単に説明 し、

さらに今回バ ージョンされる日英 システムの新規能

についてご紹介 します。

2.シ ステムの構成

 PIVOTシ ス テムはEWS基 本 装置、デ ィスプ

レイ、キーボー ド、マ ウス、プ リンタ、カー トリッ

ジ磁気テープ装置、OCR(オ プ シ ョン)か ら構成

されています。

 翻訳文書は、キーボー ド、OCR、 基 本装置に内

蔵 されたフロッピーデ ィスク装置(MS-DOS形

式 、UNIX形 式 、 LANWARD形 式 のファイル

の読み込みが可能)の ほか、LANな どのネッ トワ

ー ク経 由で転送されたファイルからも入力で きます
。

 PIVOTはEWS4800上 で稼働する他のア

プ リケーシ ョンと組み合わせてご利用になれ ます。

例 えばDTPソ フ トウェアに訳文 を引き渡 して、版

下作成 までを効率的 に行 うことも可能です。

 また、中核 となる翻訳機能 をUNIXの コマ ン ド

イメージで利用で きるので、PCの ようなXウ ィン

ドウとは異な るウィン ドウシステムで稼働 している

機器からで も端末 として翻訳機能 を利用す ることが

できます。 この他、デ ィスクレスモデル、Xス テー

シ ョンを組み合わせてLANの 環境下でユーザ辞書

を共有 して分業翻訳を行 うといった、グループでの

機械翻訳環境 を安価に構築す ることが可能です。

 EWS4800シ リーズの製品強化にともない、翻訳

速度は年々向上 し、逆にシステム価格はます ます低

価格化 しています。現在のところ、英 日または 日英

の どちらかのソフ トウェアとハー ドウェアの合計で

PIVOT/JE R 5.1

      NEC 汎 用 アプリケーション事業部

311万8千 円か らの システム構成が可能です。

 翻訳速度 も、例 えば93年7月 に発売 されたモデル

360で は約'1111語/時 間を達成 しています。

3.新 規能の概要

 文書によって原文のスタイルや求 められ る訳文の

スタイル は異 なります。文書に特化 した解析方針、

訳文の出 し方等の情報 を蓄積することに より、機械

翻訳の品質を高め、システム をよ り効果的に利胴す

ることが可能 にな ります。これら知識を蓄積 し翻訳

に生かす しくみ として、PIVOT/JER5.1

で は[学 習機構]と[パ ター ン翻訳]の 機能拡充を

予定 しています。 またユーザインタフェース として

Motifを 採 用 し、操作性 の向上 を図 ります。

4.学 習機構

◇学習とは◇

 従 来、動詞や名詞の訳語選択のみを対象 としてい

た学習機構 を拡張する予定です。接続詞、助詞、助

動詞等の訳語選択が可能にな り、更 にその訳語指定

を学習す るようにな ります。 それだけでな く品詞や

掛か り受け、 といった解析に関する指示や、訳語品

詞、語順、句や節の位置 といった訳の出 し方に関す

る指示全般が学習の対象 とな ります。 システムはそ

れ以降同 じ語や語の並びが出現 した場合、学習 した

指示を反映 させた翻訳結果を出 します。

◇学習の しくみ◇

 解 析や訳出に関す る指示は、指示の対象となって

いる語の情報 として翻訳 に取 り込 まれます。システ

ムは、指示内容 と中間構造上の情報 を、指示の対象

となった語を中心にした語 と語の関係データの形に

展開 して学習データベースに記憶することに よって

学習 をします。

◇学習データの反映◇

 システムは、人力文中の語をキーに学習データベ
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一スを検索 し、マ ッチ したパター ンの矛盾 しない組

み合わせの内、最 も数が多い ものを選択 し、その指

示内容を反映 させ るという形で学習結果 を翻訳に取

り込みます。

 更 には、連想推論機構 を実験 してお り、将来の導

入を計画 しています。"ス カー トをは く"で学習 した

結果はMズ ボンをは く"に は適用されませんが、連

想推論機構では学習 したデータを動的に検索 し、"ズ

ボン"と"ス カー ト"の 近 さを、例えば"ズ ボ ン"

と"庭"の 近 さと比べて、"ズ ボン"は"庭"よ り"ス

カー ト"に 近 いと判断 し、"sweep"で は なく"wear"

を選 択 します。

5.パ ターン翻訳

◇パ ターン翻訳 とは◇

 これは従来か ら強い要望のあった、文の辞書登録

に対応するものです。原文 とそれに対応す る訳文を

バターンデータとして登録すれば、パ ターンデータ

に従 った翻訳結果が出ます。

◇ パ タ ー ン翻 訳 の 例 ◇

 例 え ば

  詳 細 に つ い て は 第3章 を参 照 し て くだ さ い 。

 とい う 文 を

  Refer to chapter 3 for the details.

 と訳 した い 時 、

 登 録 パ タ ー ン を

  くT1>に つ い て は 〈T2>を 参 照 し て くだ さ い。

 →Refer to〈T2>for〈T1>.

 の よ う に す る と、

マ ッチする文 とその訳はそれぞれ以下の ようにな

ります。

圏 については睡 翻を参照してください。

<T--       <T2>

Refer to

R・f・・t・薩f・ ・難 繭1}S礁 騰 ¢磯

<T'2> <T1>

◇パ ターン翻訳の概要◇

 以 下、上例の 〈T1>等 で表 される部分 を、任意区

間 と呼ぴます。

 パ ターンの任意区間はシステムが 自動的 に認定 し

ます。この場合認定可能なのは、体言句(数 詞、記

号を含む)で す。

 システムは、各登録パターンに対 し、任意区間 と

それ以外の文字列部分 とに分けて入力文 とのマ ッチ

ングを取 ります。その際、登録パ ター ン中に句読点

の情報が指示されていなければ、任意の句読点の挿

入を許 します。

 入 力文にマ ッチするパ ター ンがあった場合 には、

任意区間の翻訳結果 を訳文文字列の指定 された位置

にはめ こんで訳文 とします。

 尚、任意区間内の語句や文字列に対 しては、訳語

選択 などの指示が有効です。

6.フ ォローサービスのご案内

 NECで は、導入後のフォローサービス として下

記のようなサー ビスを実施 してい ます。

有償サービス:

 ユーザ辞書の受託作業→300'万 円/1万 語(詳 細は

個別見積 もり)

 導 入教育→20万 円(4万 ×5fl間)

この他、SGMLな どタグ付 き文書などに も対応 し

ます。

 また、保守サービス として、電話によるQ&Aサ

ー ビス(無 償)も 行 ってお ります
。お気軽 にご相談

ください。

<T2> <T1>

蚕豫 の諜繕 については、睡 を参照 してください。

 <T1>        〈T2>

 お 問 い 合 わ せ 先:

NEC C&C応 用 ソ フ トウ ェ ア 事 業 本 部

汎 用 ア プ リケ ー シ ョン事 業 部

    Tel :03-3456-6345

    FAX:03-3456-3126

    E-mail atg@ftd.ased.mt.nec.co.jp
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一
「PC-Transer」 マ ッ ク 版

1.新 製 品開発の背景

 当社 は、1989年 、UNIXワ ー クステーシ ョン対

応英 【」機械翻訳 システムTranser/EJを 発売、その

構文解釈力と翻訳速度、 またユーザフレン ドリな操

作環境 を中心に、ユーザ より高い評価 を得ている。

 特 に、1991年 秋以降、製品系列の中核 をパ ソコン

にシフ トし、PC98お よびDOS/V短 応 のソフ ト

バ ッケージとして、

●英 日機械翻訳 システム 〈PC-Transer/ej>

  Transer/EJを パ ソコンに移植。

●英日翻訳ソフ ト<マ イ トランサーej>

  PC-Transer/ejの パ ーソナル版。

  一 部機能を削除 して、低メモ リ・低価格 を実現。

●日英機械翻訳 システム<PC-Transer/je>(後 述)

●特許対応英 目機械翻訳 システム 〈Super Transer/

  ej>PGTranser/ejを 英 文特許向けにカスタマ

  イズ。長文翻訳のための新アルゴ リズムを導 入。

を開発 ・発売 して きた。

 それ までのワー クステーシ ョン版が、マ シン・パ

ワー、価格などの要因から、翻訳専門会社、企業 内

翻訳部門など翻訳ヘビー ・ユーザにウェイ トがおか

れていたのに対 し、L記 のパ ソコン版は、一般企業

八、技術者、研究者な どがユーザのほとんどを占め

ているのが特徴である。

 一 方、DTPな ど文書処理に独特の環境 を提供 し

ているアップル社のマ ッキ ントッシュに対 しては、

マ ック ・ユーザか らの熱い要望 もあ り、また、翻訳

そのものが広い意味での文書処理の一環 であること

などか ら、 当社においてもマ ック版への移植 ・製品

化を進めて きた。

 このほど、そのマック版が完成 し、 t:1・日英同

時に、来る10月1fI1新 発売 となった。特 に、国内初

のマ ック版 日英翻訳システム となるPC-Transer/je

〈マ ック版〉を中心に、紹介 をさせ ていただ く。

2.日 英 機 械 翻 訳 シ ス テ ム 「PC-Transer!je〈 マ ッ ク

 版 〉」 の 概 要

 PC-Transer/jeは 、昨12月 、PC98・DOS/Vを

対 象 に 、 発 売 を 開 始 した 。 現 在 、 研 究 機 関 、 製 造 業

             株 式 会 社 ノヴァ

な どを中心に、約900セ ッ トの販売実績 を持 ってい

る。今回のマ ック版 も、 この製品の機能を継承 し、

マ ッキン トッシュに移植 された ものである。

1)ス テップ翻訳

 製品の$X大 特徴 は、当社独 自の開発に よる、句 ・

節の部分訳か ら全体訳を構成する 「ステ ップ翻訳」

方式の採 用である,こ れは、ll本 語文の修飾関係の

"あ いまいさ
.

ね らいとしている。

《例文》

  与 えているモー ド、リンクのナンバー、所有者バ

  イ トのサイズおよび各ファイルに対す る最後の

  変更 を長いフ ォーマ ッ トで リス トして ください。

に対 し、PC-Transer/jeで の 第一訳は、

  List the last change for a mode giving,the

  number of link, an owner, size of byte and

  each file in a long fomat.

とな る。訳411の基 礎 となっている構 文解釈は、

 最 後の変史を長いフ ォーマ ッ トで リス トして くだ

さい

  (に対 する)

    与え ているモー ド

    リンクのナ ンバー

    所 有者

    バ イ トのサイズ

    お よび各ファイル

である。 しか し、原文は次の ような構造を表現 しよ

うとしている。

 長 いフォーマ ッ トで リス トして ください

    (を)

    与 え ているモー ド

    リンクのナ ンバー

    所 有者

    バ イ トのサイズ

    お よび各ファイルに対す る最後の変更

このような構造 を訳文に反映するためステップ翻訳

では、

 ① 「各ファイルに対す る最後の変更」を部分訳

 ② ① の結果に基づ く全体訳の実行
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と い う画 面 上 か らの 容 易 な 手 続 き に よ り、 以 下 の 訳

文 を 得 る こ とが で き る。

  List a mode giving, the number oflink, an

  owner, size of byte and the last change for

  each file in a long format.

2)ユ ー ザ 登 録 機 能

  第 二 の 特 徴 は 、 柔 軟 な ユ ー ザ 登 録 に あ る。

    私 は 、 こ の 文 書 を機 械 翻 訳 す る。

と い う例 文 中 、 「機 械 翻 訳 す る 」と い う サ 変 動 詞 を登

録 して み る。 シ ス テ ム よ り 自 動 的 に 示 さ れ るサ 変 動

詞 、 「1が2を 」 とい う登 録 パ タ ー ン に 従 い 、 例 え

ば 、

  1translate 2 using a computer

と登 録 した 場 合 、 上 の 例 文 は 、

  Itranslate this document using a computer.

と翻 訳 され る 。

 こ の 登 録 パ タ ー ン は 、 代 表 的 な パ タ ー ンが い くつ

か 用 意 され て お り選 択 が で き る と と も に 、 ユ ー ザ が

独 自の パ タ ー ン を 登 録 す る こ と も可 能 に な っ て い る。

 従 っ て 、 こ の 機 能 を 駆 使 す れ ば 、 ユ ー ザ 独 自の 日

英 翻 訳 シ ス テ ム を構 築 す る こ と も可 能 で あ る 。

3)そ の 他 の 機 能

そ の 他 、 製 品 の 概 要 は 下 図 の と お りで あ る 。

 翻 訳 オ プ シ ョ ン 中 の 、 辞 書 選 択 で は 、 ユ ー ザ 辞 書

を1個 、 オ プ シ ョ ン と して 用 意 さ れ て い る専 門 語 辞

書 を2個 選 択 で き る 。 専 門 語 辞 書 は、 コ ン ピ ュ ー タ、

電 気 ・電 子 、 機 械 工 学 、 医 療 ・医 学 、 ビ ジ ネ ス な ど、

15分 野 の 辞 書 が そ ろ っ て い る。

 ま た 、 翻 訳 結 果 の 出 力 で は 、 フ ァ イ ル 出 力 、 印 刷

とも、原文(和 文)、 翻訳文(英 文)、 対訳(和 ・英)

の三種が選択できる。出力ファイルは、標準的なテ

キス ト・ファイルで、他のDTPソ フ トなどによる

文書整形、後編集などが可能。

 当製品については、今後 も訳質、操作環境 に関す

る改善 を続 け、概ね年1回 のバージョン ・ア ップを

予定 している。

3.動 作環境 、サポー ト、価格など

 マ ック版 日英 ・英 日システムの動作環境は、以下

の とお り。(日 英 ・英 日共通)

o s

メ モ リ

H D

漢 字Talk 7以 上

8MB以 上

システムのみで20MB必 要

専門語辞書使用時 には、各辞書平均8M

Bの 容量が必要 となる

 購 入ユーザへ は、無料のサ ポー ト電話を開設 して

お り、 インス トール、使用方法、翻訳結果などにつ

いてのサポー トを実施 している。

 マ ック版 日英、英 日とも価格は、198,000円(消 費

税抜 き)。 目英 ・英 日双方向セ ット(カ ップル版)も

あ り、346,000円 となっている。

(文中の製品名はすべて各社の商標または登録商標

です)

[お問い合わせ]

    〒160東 京都新宿区荒木町23鈴 商ビル301

       株 式会社ノヴ ァ  システム営業部

       aO3(3351)3356 FAX.03(3351)5766

一 な惣
  9吾 マ 幽i`1ト .v.311.「 1,Lよ よ.「ITli

   ・卜1F.F・珊1】 甘 さ 重、

  、 琶1711賦 瀞i雫Fγ 1鰯 γ ・IBFjF戯 卜

  要 † τ η*,rc.・1直肇暉を 「,£t零 す.

  117門f川}τ そ ハ出ゴ〕信 丁 」1フ7'・r朔61;

   一 トρ 孕雛 す 、

  .「 ぐ'、弘引f".F?τ へr痔 い 爆 ・ 廻r1アrTLl)

   lI匿 ゐ 」1ス1 1`QYb

  17.・ い 鰍 「.ait!十鼻 ・..;さ

   71ド7・ 臥順 ヒ:尉 「.1ぐ1-1

  1載A、 一,嘱[榔 ヂ1 嬬 § ハ記購

   1、hl昏く'・前 ・ζ・こ些理 馴1歩 む     〔onle!rt5

          収1」1「ent  15 >
,,:)寸 プ ㍉ 到 が 窟 し1窓寸

          si.insianee

  噛τ11一噛

          pgYい1二ulaic  ;ア葺 、.践,ζ 弔 顧l II 気r.う

   ℃け ア1曽1天 三 ♂?憲 ア71

毒i翻熊 鰻 図

囲 鱒 亜 」tLLP tlけedl川 」rDr國的 こ心

m「F、 い 「りnn)umenl

L㌦rxpeaLS the nome ene Oヒh已r 111 0rmro†10「1 ヒ

demaritletl fDr eecn ゴ11陰 orgument

Tlrf ・〕u隻Put 1孚 SorteO in ulpnebeUCa「or口 臼r

bりtlkfOulし

Ifmiy邸yumenいsnol givene〕thgr o

己U「ront dlre〔to「 「y ls hきted

唖 亙⊃・

、蕊

19 nnm rジ ャー ナル



技術早わかり

機 械 翻 訳 の 利 用 形 態

 今 回 は機械翻訳の利用方法について説明 します。

前回 までは、機械翻訳を行なうための 自然言語処理

の技術 についての説明をしました。今回は、実際 に

機械翻訳を利用するためのコンピュー タやネ ットワ

ークについての話です
。これ まで、一般の人には遠

い存在であった機械翻訳が、 コンピュータの処理能

力の向 上、 ワープ ロの普及、 コンピュータ ・ネッ ト

ワークの拡大等により、身近な ものにな りつつあ り

ます。

 イーサ ・ネ ット等のLANが 構 築されていれば、

ネッ トワーク上に1台 の翻訳サーバがあれば、それ

と通信するこ とで全ての端末で翻訳を利用すること

ができます。 また、ワープロとモデムさえあれば、

パソコン通信の電子メール機能などを使 って、パソ

コン通信Lの 機械翻訳 を利用することができます。

Q:LAN.ヒ で の機械翻訳の利用形態 とは、 どの よ

うな ものですか。

Q:機 械翻訳を利用するためには、どのような機器

が必要ですか。

A:機 械翻訳を利 用するためには、まず、翻訳プ ロ

グラム自体 を動かすためのコンビ1 タが必要です。

各社の機械翻訳 システムは、ワー クステーシ ョン土

で動 くものが多いのですが、最近は、パ ソコン上で

動 く廉価なシステムも発売 されています。 また、入

力する文章 を作成 した り、翻訳結果を修i1す るエデ

ィタも必要です。一般 に機械翻訳システム と言えば、

翻訳 と翻訳 を行な うための専用のエデ ィタがセ ッ ト

になっています。 また、実際に使 うためには、紙 に

出力す るためのプ リンタと、紙か ら文字 を読み とる

スキャナ も必要で しょう。

Q:実 際にこれ らの機器が全てなければ、機械翻訳

を利用で きないのですか。

A:機 械翻訳を利用する環境 としていは、大きく以

下の3つ に分けられると思 います。

1)コ ンピュータがネッ トワークに接続 されていな

い閉 じた環境。

2)イ ーサネッ ト等のLANが 構 築されている環境。

3)モ デムによりパ ソコン通信等が利用で きる環境。

ネッ トワークに接続 されていない閉 じた環境で、機

械翻訳 を行なう場合は、これ らの必要な機器を全て

自分で調達する必要があります。
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A:LAN 一で の代表的な機械翻訳の使用例 を図1

に示 します。 イーサネ ットLに 翻訳 を行なうための

サーバマ シンと、端末になるワー クステーシ ョン(W

S)や パ ソコン(PC>と 、 プ リンタや スキャナ等

の入出力機器が接続 されています。WSやPC等 の

各端末(ク ライアン ト)と 翻訳マ シンのWS(サ ー

バ)の 間で、通信 を行なう(ク ライアン トがサーバ

に翻訳 して欲 しい文を送 る。サーバが文を翻訳 して、

翻訳結果 をクライアン トに送る。)こ とで翻訳 を行な

い ます。 ネットワーク上で、サーバ とクライントの

問で通信 を行いなが ら翻訳す ることをクライアン ト

・サーバ 方式の翻訳 と1言います。

 LANを 用 いた翻訳形態の利点 としては、以 下の

ような ものがあります。

1)翻 訳サーバが1台 あれば、あたか も自分の端末

  で翻訳システムが動いているように翻訳を利用

  す ることが 可能である。

2)翻 訳のための大規模辞書等を多人数で共有で き

  (知識 の共有、デ ィスクの節約)、個 人的な辞書

  も独 自に もつことが可能である。

3)ス キャナによる入力か ら、翻訳の前編集、翻訳、

  後編集、翻訳結果のプ リン トアウ トまで、電子

  化 された状態 で行なうことができる。

 また、機械翻訳サーバ を独立させることで、かな

り簡単に実際のユーザに対す るインタフ ェースを変

更することができます。つま り、ユーザが通常使用

しているエデ ィタ等の他のアプ リケーションプ ログ



ラムから機械翻訳を利用す ることや、既存の電子 メ

ールなどを用いて機械翻訳を利用す ることもで きる

ようにな ります。

Q:LANを 用 いた翻訳形態 は、翻訳会社や企業の

翻訳部門で利用す るのに良 さそうですが、個 人でち

ょっと機械翻訳 を使 ってみたいという人は、 どうす

れば、利用で きますか。

A:パ ソコン通信を利用す ることで、個人でもワー

プ ロとモデムさえあれば、簡単に機械翻訳サー ビス

をうけられます。 日本では、現在、ニフテ ィやPC

-VAN等 を通 じて
、 日・英、英LI、 日韓等の機械翻

訳サービスが利用できます。翻訳サービスには、 多

くの場合、機械翻訳のみ、人手に よる前編集、後編

集付 きなどいくつかの種類があるので、その中か ら

必要な翻訳品質に応 じて選択す ることにな ります。

 パ ソコン通信を利用 した翻訳の利点 としては、特

別な機器が必要ない という以外に も、機械翻訳シス

テム独自の複雑な操作 を覚える必要がない、 システ

ムのメンテナ ンスを行なう必要 もない、な どがあげ

られ ます。一一/iで、システムにユーザが全 く触れる

ことができないので、個 人用のカスタマイズを行 う

ことが非常に難 しくなって しまい ます。翻訳の品質

に大きな影響 をケえる個人用(分 野別)の 辞書 をど

のように して利用するのか、 とい うような問題がで

て きます。 また、原文 を変更 しながら、対話的に機

械翻訳を利用するといった形で機械翻訳システムを

利用することも困難です。

A:ス タン ドアロンの環境では、 自分で全ての機器

を購入 して、システムのメンテナ ンスを行なう必要

があ ります。手間はかかりますが、システムによっ

ては、辞書やルール までも個人用にカスタマ イズす

ることも可能です。

 また、コンピュータの小型化、高性能化により、

ノー ト型パ ソコンやワープロに、現在ワークステー

ションで稼働 しているもの と同レベルの機械翻訳 シ

ステムが搭載 されるの も時間の問題だ と思われます。

今後は、一般家庭で普通に使われ、簡単に持 ち運び

で きてるような形 で、機械翻訳が利用できるように

なるで しょう。

Q:-E.の3つ の機械翻訳の利用形態の中で、 どれが

最 も優れているのですか。

A:ど の利用形態 にも長所 と短所があ り、一概 にど

れが優れているとは言えません。利用者が、 どの程

度の量の翻訳 を行うのか、どの程度の設備投資で き

るのか等 に依存すると思います。

 最 近、機械翻訳 に対 しての過度の期待(機 械翻訳

を使 えば日本語か ら英語が自動的にで きる)が 消 え、

機械翻訳 システムは人間の翻訳 をサポー トす るため

の道具 という認識が確 立され、そのためのユーザ ・

インタフェースも向上 して きました。機械翻訳シス

テムを動かすためのハー ドウェア も大幅 に改善 され、

ネッ トワー ク文化 も急速に普及 してきています。各

人がその人に適 した形態で、機械翻訳システムを利

用するための環境 は、整 ってきたと z.ま す。

Q:ネ ッ トワークに接続 しないで、閉 じた環境で機

械翻訳を利用する形態 はどの ような ものですか。

(難エ イ ・ティ ・アール音声翻訳通信研究所

             赤 峯  享)

WS

日英 翻訳

サーバ

WS

英日翻訳

サーバ

X端 末

クライアント

ws

ク ライア ン ト
スキャナ

イーサネッ ト

X端 末

クライアント

 PC

ク ライア ン ト

 PC

クライアント

 PC

クライアン ト
プリンタ

図1:LAN上 の機械翻訳
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翻訳の現場から

条件付期待感
今 井 孝 昌

 翻 訳 をや りなが らつねつ ね思 うことは、息をぬけ

るところで思 う存分息をぬいて、 もっと知的な作業

やゲーム感覚を楽 しめ るように したいということで

ある。これはきっと翻訳者であれば誰で も考えてい

ることだろ う。 もちろん、そこへ至るまでには、い

ろいろなプ ロセスを自分な りに経ていって、ぜいた

くを z.る だ けの高度な資質 を身 に付けなければな

らないわけだが、ある段階を超えた ときにそういっ

たtび が得られなかったら、仕事としての 言語生活

は実に味けない ものになってしまう。 こういう思 い

は、最近 ます ますつのるばか りである。 もっともこ

んなことを z.る のは、頭の片隅に、いつ も電子的

なツールの存在が想定 されているからである。

 他 の翻訳者に負けないように、電子的なッールは、

すでに何種類かの ものを利用している。 しか し、何

といっても、データベースが まだ不十分である。私

は、あまり深いことは考えずに、 とにか く、翻訳に

活かせ る基礎的なデータベースを自分で作 り続ける

ことに している。

 ところで、半年ほど前に、 市販の翻訳用 ソフ トを

使っているところを、友人に見せて もらったことが

ある。 このソフ トは、 自動翻訳 という機能が組み込

まれていることになっていた。 しか し、はっきりPl

って使 いものにならないのではないか と思った。開

発 した人間のt」N吾感覚がすかすかであることが露呈

しているのである。優れたソフ トは、パ ワープログ

ラマーの手によって生まれる。 しか し、機械翻訳の

分野 となると、それだけではすまされないのではな

いか。

ス トの通読では得 られない思 わぬ発見に行 き当たっ

た りする。

 た とえば、漱石の作品には、テクニカル ・ライテ

ィングに通 じる要素が、ふんだんに盛 り込 まれてい

るような気がする。 これは、試 しに 「明暗」 を手 に

取 って、ほんの数十行 を読んでみれば分かることで

はないだろうか。

 これか らは検索の設定を慎重に検討 していかなけ

ればならない。 しか し、うまく行けばそこでもまた、

思わぬ収穫が得られるのではないか と秘かに考えて

いる。何 とか して、作品に投 入されている膨大なエ

ネルギーを自分な りに取 り込んでいきたい ものだ。

 矛盾するようだが、ツール としての今後の機械翻

訳 ソフ トには条件付 きの期待感を抱いている。多少

値がはって も、納得の行 くものであれば、すすんで

購入す ることになるだろう。ただ し、使ってみて、

期待以上の効果が得 られた として も、 コンピュー タ

はあ くまでッールであ り、決定権は自分にあ るのだ

ということを自分に言い聞かせるつ もりでいる。「人

工知能」に頼 りす ぎて、無昧乾燥な文章に甘ん じて

しまっては、元 も子 もない。それ に、手元の二次資

料か ら察すれば、人間の知性原理、ファジー論理、

情動原理をふまえた開発が実現 して、Aラ ンクの翻

訳者を震えさせ るようなソフ トが登場するまでには、

まだす こし時間がかか りそ うである(し か し、それ

がいつになるかは分か らないが、そ ういった ソフ ト

は必ず現実の もの となるはずである)。

 今の うちに、 自分な りのデータベースや文章力を

さらに充実 させておき、優れたソフ トが登場 して も

t一分 にそれを統括 していけるように したいものであ

る。煩雑な作業か ら解放 されて、大きな知的喜びを

獲得で きることを願って。

 さて私の 方は、 もっぱ らデータベース作 りだが、

しょせんこちらは一人だから、ソフ トハウスの真似

をするわけにもいかない。 そこで、まずは作家ある

いはノンフ ィクション ・ライター を数人に絞 りこん

で、その作品を文章データベースの下地作 りの参考

にすることにしている。この作業では、単なるテキ

筆者紹介:(い まいたかまさ)

1953年 東 京生 まれ。上智大学法学部、出版社勤務 を

経てフリーランス翻訳者 となる。翻訳の主な分野は、

国際情勢、特許、コンピュータ、通信など。「エース

・オブ ・エース」(日 本ソフ トバンク)他
、3冊 の訳

書がある。
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lAMT(機 械翻訳世界連盟)総 会 ・…・・機械翻訳サ

ミッ トの最終 日(7月22E3)にIAMT総 会 が開催

された。議事 としては①AAMT(ア ジア太平洋)

AMTA(米 州)EAMT(欧 州)各 機械翻訳協会

の現況報 告(会 員数、活動内容)②IAMT収 支報

告③IAMT会 則 細則④MTニ ューズレター情報提

供指針⑤会長交替⑥ 公正なMT流 通に関す る宣言等

である。IAMTの 会則基本条項は92年11月 に決定

されていたが、その細則が今回提案 され、承認 され

た。 また役員 については会長にProf.M.King(EA

MT会 長〉が選出され、また次期会長にM.Vasconcel-

10s(AMTA会 長)が 選任 された。尚事務局長には

Prof, Scott(AMTA)が 就 任 した。

lAMT理 事会……7月21[!に 理事会が開催 された。

①総会提lh議 案の審議②会費の取 り扱い③次回開催

地④宣言文の取 り扱い等 である。 正AMT会 費 につ

いては各MT協 会の会費の10%相 当 を拠出す ること

になっているが、現実にはAAMTがIAMT会 費

の大部分 を負担 してお り、バランス面か らも再検討

の要請を申 し出ていたが、今回AAMT分 について

は収入口数の10%相,vを 負担する事 になった。 また

IAMTの 年 次事業計画の確 立の提案 していたが、

これは今後に持 ち越された。

第5回 機械翻訳サ ミッ ト……次回機械翻訳サ ミッ ト

は95年7月9--11F]に ル クセ ンブルグで開催 される

事 に な っ た 。 テ ー マ はNew Approaches;semantic

and example-basedと 決 定 され て い る 。 E C C及 び

ル ク セ ン ブ ル グ 市 が サ ポ ー トす る 。

「翻訳の日」の行事……FIT(国 際翻訳家連盟)

では9月30日 を 「翻訳の 日」 と設定 し、翻訳に関す

る啓蒙活動を国際的 に展開す ることにしている。 日

本では㈹II本 翻訳協会(JTA)系 が91130[iにfl

京 九段会館で講演会、シンポジウムを開催す る。 ま

た㈱H本 翻訳連盟(JTF)系 は10月2Hに 東 京砂

防会館で記念講演会、バ ネル討論、 長彰式の他翻訳

支援 ッール展示会を開催する。

翻訳の合理化に関する調査……㈹H本 翻訳連1盟では

6月 に 「翻訳の合理化に関する調査報告,1円 を発表

した。内容は翻訳ネットワー ク構築の目的と概 要、

翻訳 ネットのハー ド、ソフ ト構成、運用実証試験、

システムの課題 と今後の成長性、翻訳サテライ トオ

フ ィスの将 来像 とな っている。

BABEL翻 訳 賞……㈱バベルでは翻,沢人材の発掘

育成 を{1的 として第18回 翻訳奨励賞(翻1沢 の 世界に

課題発表、募集要項 を掲載 ・応募締め切りは12月15

日)同 じく第4回 国際翻訳大賞(92年ll月 までに発

行された翻訳書及び翻訳家対象)コ ンテス トを行う。

AAMTも これに後援す る。

業 齪 鑛 叢

TMI'93予 稿 集(TMI'93実 行委員会編)       A4版32R[t Ca'5,000{'1

   第5回 「機械翻訳の理論的及び方法論的問題に関する1-}1際会議」応募論文60編 中査読により30編

   を収録、7月 の国際会議資料 として発表 された もの

機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト予 稿 集(MTサ ミ・ト組織委員会編)  B5版224∫ 〔@5,・001'1

   最先端の研究開発動向から利用技術の動向まで、基調講演、招待講演、世界の研究開発プロジェ

   クトの活動紹介、パネル討論の内容等を網羅した論文集

研 究 成 果 報 告 書(ア ジァ太平洋機欄 獄 協会編> B5版230頁@2,000円(会 員)@3,000円

   制限言語研究会(制 限日本語)利 用技術研究会(機 械翻訳の利用実態、辞書作成調査、効果的な

   機械翻訳の利用法)シ ステム評価研究会(翻 訳困難例文と言換え例研究)の 報告

          お申込先 アジア太平洋機械翻訳協会事務局
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醐
第3回 通常総会

運営委員会93年 度第3回

        第4回

        第5回

財務委員会

システム評価研究会

利用技術研究会

制限言語研究会

研究成果発表会

合同研究会

MTサ ミット広報委員会

MTサ ミット実行委員会

ATMI'93

※機械翻訳サ ミッ ト

(6/25)

(6/15)

(7/26)

(8/26)

(8/20)

(6/4)

(6/10)

(6/2)

(6/14)

(6/25)

(7/2)

(s/2i>

(7/8)

(7/14--16)

  (7/19)

(7/20--22)

(7/19--22)

①92年度事業、決算報告②93年度事業計画、予算③事務所移転④理事交替

①総会議案確認②研究成果報告会運営方法③IAMT提 案議題

①IAMT理 事会報告②IAMT総 会報告③成果報告会報告

①MTサ ミット報告②物件調査③収支報告

①物件調査②不動産価格調査

①成果報告書確認②発表方法確認

①報告書確認②発表者決定

①報告書原稿確認②執筆内容調整

①制限言語による処理確認②報告書確認

①3研 究成果報告②コメント整理

①今後の運営方法調整②コメント確認

①参加申込状況確認②準備状況確認

①運営方法確認②参加状況確認

①予稿集収集

テクニカルッアー(ATR音 声翻訳通信研究所見学)

ワークショップ(シソーラス)

チュー トリアル(MT入 門講習〉

国際会議シンポジウム

機械翻訳展示会

藤鞭曝嬢難
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郎
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任  福  継

Susantha Herath

Mark Homnack

Foo Chee Chue

Michel

AAMTジ ャ ー ナ ルNo.4 発   行

所 在 地

編集委員会

アジア太平洋機械翻訳協会(略 称AAMT)

〒107東 京都港区赤坂7-2-17赤 坂 中央マ ンション305

503-3479-4396/4398FAXO3-3479-4895

野村浩郷(委 員長)鳴 海武史 長野文美

信田恵壱 亀井新一郎 宮城雅之
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Workshop on Text and MT

Date

Venue

Host

Program

October 5,1993

Holiday Inn City Line, Philadelphia, PA 19131

AM'」'A(Association for Machine Translation in the Americas)

Introduction to Text Types

Testing the Quality of MT Input

Automatic Selection and Fine-tuning of MT Input

Input-Text Identification with an Eye to MT

Quantitative Typology of an MT Sublanguage

Controlled English for Technical Documentation;

Fixability of MT Output:Quick-Fix Postediting

KB&KS
'93

大規模知識べ一スの構築 と共有に関す る国際会議

Date

Venue

Host

DEC 1^-2,1993

Keio P aza Ote (Shinjuku, Tokyo)

JlpDC(japan Information Processing Development Center)

Program  Keynote Speech, Invited Speech

         Academic and Social Demands for KB&KS

         Language Technology and Science

         Knowledge Technology and Science

         Sharable Knowledge Sources

         Panel"lnformation Infrastructure and International-Cooperation"

Liason Office INS Co.・HS Building,7-1-9 Nishi-Gotanda Shinagawa-ku Tokyo

            盈03-3494-1869 FAX O3-3495-2995




